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1．土台・骨組がすべて軽量形鋼で堅牢軽量です。
基礎杭などの必要はなく，地ならしだけで建てられます。
2．壁．屋根がパネル式で，組みたて・解体が簡単です。
すべての規格が統一されていて，応用自在です。
3．収容人員に応じて，奥行の伸縮が可能です。
4．上段ベットを外し，通路の形鋼に乗せれば平家建となります。
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営 業品目

①アサヒのワイャロープ⑥久保田のヂィーゼルエンヂン
②マッカラーチェンソー⑦久保田の発電機
③南星式集材機⑧金谷の安全タワー捲取機
④岩手富士集材機⑨山林用ﾉ、ウス「キノロッヂ」
⑤トラクテルチルホール⑩その他林業機械
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名古屋市中区寧町2丁目1番地電〈23)代表3171-4
札幌市南一条2ノ9番地電（23）2550．4782
秋田市屯ノ丁虎ノロ電（2）667．5826
前橋市細ケ沢町7番地電（2）6765．8551
窩山市名田町3丁目81番地電高山943
大阪市浪速区新川3丁目630の3番地奄|(63)5721～4
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最も軽快なトランシット

5分読水平分度

防水磁石盤
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ハンドレベル式測高器

|’

’ ～
6,500

遂
一

東京都大田区調布千鳥町40

牛方商会工場
TEL(751)0242

b

’I
－

－4

一
夕
ロ
匙

畳 砂チェン株式
Ａ
武 社

東京都板僑区志村町1-14TEL(966)0106～9.
睡堂三雲越霜露餌専翻函壗調零雄零箭唾蝿¥…狸鰯R砺々財…鯉j毎‘”醗亙鐙哩轆琳……癖…冒燕琿辱_ﾕやまき…街,‘ ト



ノ

'

ノ

●

･罰

』

ヤ
I

蕊
職 ー

澱K
、軽量

、5馬力

罪
》 I

9

や
ｆ

や

繍
出ふい

4

』

夢

紗
L四匹

腿」

諏
登
艶

P瓢

鍵
ﾛ

CISID型
Ⅱ■■■「

鬘工重工業株式薑滋
爵雇の性能でサービス

閲
蕊

ｆ

ご

■

も

こ

ひ

蕊
東京都千代田区丸ノ内2－18(内外ビル）
機械部新宿区新宿2－8(木原ビル）
電話東京（352）8651

誠
馨
溌爵

塗癖

・
里

婆



1

、

一

。

蕊叢雛鶴
1翌暇"=Sm⑪。逵偲謬

濁 漁 一
．

=犀

巻頭言……林業基本法の成立について思う
．....…．.･･松原茂．…1

解説．．…第10回林業技術賞受賞者業績紹介

クリの山地栽培に関する研究･…･中原照男…2

トラクタ用作業器の改良．．…………･小泉初雄…ワ

治山事業の改善について……･……鈴木隆司…'0

サンプリングの考え方…(その6)……石田正次…'5

製材産地めぐり｡…(その17)…沼田･……･佐野英男…18

林業放談…･･林業経営の近代化……………･･…"･…………･………淡谷忠一･･･22

随筆…･･･中独中秋．．………･…･･･…･･．．……･……･･………･館脇操…23

研究発表･…･播付け方法と播付け機の考案･…･………･･曾我部畢…27

苗畑における土壌線虫の防除試験･……･和知文雄…29

林業基本法･….．…･…･…･………･･･………51

受験コーナー…(岩手県)･…･…………･……･･･34

ぎじゆつ楕報，こだま･……………･････……･･･55

会務報告，編集室から．．……･…･…･…･･･…･…36

､

↓
垂

1

表紙写真「苗畑の印象」

第11回林業写真コンクール佳作

北海道三笠市

1



唾”ー

天

壬

一

林 業基本法の成立

について思う

八八八八八八 専務理事松原茂

去る第46回通常国会において林業基本法が可決成立した。しかも延長国会の最終日である6月26日

に成立した。6月19日に衆議院農林水産委員会において修正可決，同日の本会議に緊急上程され，参

議院に送付されたのであるが，ここで残された会期はわずかに7日間，この間参議院農林水産委員会

では肥料関係その他の3法案をかかえ，時間的にぷてもあるいは同委員会の審議もむずかしいのでは

ないかと危ぶまれたのであるが，国会の林業関係諸先生方のそれこそ並をならぬ活躍と，田中長官は

じめ林野庁首脳部の寧日ない努力，それに民間関係者の夜を日に次ぐ運動が重ねられて，とうとうそ

の最終日に成立可決したのである。

このような推移をたどって成立したことは，林業界のすべての焦点がこの一点にしぼられ，それが

見事に実を結んだのであって，いかに渇望されていた重要な課題であったかを示すものである。同時

にまた林業の重要性が認められたことにも通じると思う。

腱業にはすでに農業基本法があり，継造改善事業が軌道に乗りつつある。漁業にしても近代化が進

んでいる。こうしたなかにあって林業だけが立ちおくれを見せていた。6億ドルに上る木材輸入を余

儀なくされている現在，林業も一日も早く近代化を急がなければならない。

日本経済の急速な伸長に則応して，林業もその一翼を荷い，林業生産を増強し，また国民生活向上

の一環として林業従事者の地位向上を図ると共に，一方においては国土の保全と森林資源の砺保を図

らなければならない。この時において遅ればせながらも，その基本方針が示されたことは林業発展の

一つの転期ともいえるであろう。これは林業自体の問題であると同時に，林業がいかにすれば国民経

済や国民生活に寄与しうるか，という方向をも示された意味があると思う。

去る昭和35年10月，農林漁業基本問題調査会から「林業の基本問題とその基本対策」という答申が

出されてから3年8カ月を経ているが，その答申を実施に移すために，この間林野庁はこの問題に取

り組んできたのであるが，ようやくその成果が実ったことは何としてもご同慶である。

こんどの基本法の中に施策を講じなければならない事項として，(1)林野の林業的利用の高度化，（2）

林業構造改善，(3)林業技術の向上，(4)林産物の需給および価格の安定，(5)近代林業の経営の担当者，

(6)林業労務者の福祉および確保，(7)国土保全，等が掲げられている。これらのうち特に本会が関心を

持たなければならない事項は(3)でああ。すでに本誌前号巻頭言に石谷理事長も述べられたように林業

技術の向上については本会の本年度事業方針の重点施策として取り上げ，これを推進すべく努力中で

ある。われわれは林業技術者の職能団体である協会の自主的な施策と相まって，今後示されるであろ

う国の施策に積極的な協力体制をとることが必要である。

しかしこんどの基本法は今後林業の進むべき方向を示したものであって，いわば，ある新聞論調に

もいう通り一つの宣言法である｡この宣言法に添って今後幾つかの単独法や政令が生まれるであろう。

そこで始めて具体的な施策が現われるのであって，課題はむしろ今後にあるといえよう。それが多岐

にわたっているだけに容易ではないと想像されるが，一歩一歩固められ，日本の林業が近代的な姿と

なって現われることを願い，またわれわれも進んで協力しなければならない。
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☆すいせんのことば☆
短期に収入をうる特殊林産物の戦培が職極的にすすめら

れてきたのであります。

当場は創設以来，特殊林産物，特にクリ，シイタケ栽

培の研究に力を注いでまいりました。中原技師も幾多先

輩の研究を継承してこの'0余年間,黙をとしてクリの研

究を手がけ，山地におけるクリ栽培について研究発表を

重漁るとともに，普及指導に役立たせ，時代の要求とあ

いまってクリ栽培の飛獺的増進に微力ながらも鋭意，貢

献されてきたことをよろこんでおります。しかしなが

ら，山地栽培技術も寮だまだ研究途上で今後とも早急に

解決さるべき瀞蝿が山猿しているように思われます。特

に，モモノゴマダラノメイガの防除，あるいは，本年，

異常発生とも考えられるハンノキクイムシ等の穿孔虫類

の防除，褐色森林土壊に対応した合理的な山地省力栽培

技術の確立等だ，この機に，今後とも関係研究機関の方

舞のご努力をお願い申し上げ為次第です。

中原技師も今回の受撤の感激を胸に今後一屑の努力を

いたす覚悟でありますから，どうか今まで以上のご支援

とご指導を賜りますよう私からも特に懇願いたす次第で

あります。

上 谷義郎

〔兵庫県ｵﾂ燦試験場長〕

中原照男略歴

1昭和26年3月宮崎挫林専門学校料準畔業。

1．昭和26年4月兵庫県立林業試験場に勤務，現在に

いたる。この間，クリの山地栽培に関する研究のほ

か，支那ウルシに関する研究，油桐の花芽分化ならび

に交雑育種，山椒のクローンコンプレックスの分離な

らびに，接木増殖,南京ハゼの開花生理，三職櫓の

生産力検定，その他について研究してきた。

このたび，当場中原技師が第10回林業技術賞の受賞

者に決定したとの報に接し，本人はもとより，推せん者

といたしまして大いに感激いたしている次第で，関係者

各位に対し心から厚くお礼を申し上げるとともに，彼の

今日までの研究にいろいろご支援を賜りました多くの人

々にも併せて感謝の意を表する次第であります。

ご承知のように，本県は他の府県に比較いたしまして

農家の森林所有形態がはなはだ零細化しており，林業の

桑では自立できる場合はきわめて少なく，多くは農業の

従属部門あるいは，副次部門として経営されているのが

現状で，艇家所得も瀬戸内沿岸商工業地帯に比し絡差が

はなはだしいのはいうまでもありません。これら農家の

所得増進の方途として人工造林の奨励はいうまでもあり

主せんが，林地の集約利用，労力の合理的活用の面から

-鵠

＝
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クリの山地栽培

に関する研究

中原照男｜
〔兵庫県林業試験場〕II
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このたび，はからずも現在研究を進めていますクリの
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る薬剤散布に困難性が伴いやすいことから，ある程度果

実の外観，品質等を穣牲にしても林木性が強く豊産で，

しかも，各種病虫害に対して強い品種を選ぶとか，寵た

は，肥沃地で病虫害の少ない環境を選ぶとか，あるい

は，耕地化しない限り間作ができないことから考えてあ

る程度密植にするとか，植栽に際して山麓は疎に山腹は

やや密にその林地の生産力をみながら本数を決めて行く

こととか，または，雑木林伐跡地に発生する山野草，雑

木等はクリ樹と養水分の競合を起こすのみならず，萠芽

した雑木の根株は胴枯病ウドンコ病，カミキリムシ類，

コオモリガ類，アブラムシ類，クスサン等多くの病虫害

の温床となりやすいので，山地除草剤その他によって枯

殺する必要があるが，その方法，効果，薬害，経済性等

について明らかにすると共に，傾斜地では肥料の迩搬等

に多くの労力を投下せねばならないので，下刈草，落

葉，刺睡果等によって自給をはかる等その錨，方法，時、

期，等についても考え為必要があると思う。さらに雑木

林の中に多く生育している柴栗樹を利用して雑木林か

ら，クリ林へ誘導する方法ならびにその後の管理技術に

ついて解明せねばならない点も多く薄えられる。その他

山地栽培についてはいろいろな点があるが，以上述べた

ような観点から，山地は山地なりの合理的栽培技術の必

要性を痛感し，本研究に着手した次第である。

Ⅱ現在までの苦心

まずクリそのものを知るために手当り次第専門番をあ

さったが，果樹園芸学の基礎知識がなく，ことに，整枝

剪定については参考答と剪定ばさみを試験地にたずさ

え，あれでもなくこれでもないと悩んだ。さらにクリに

関する文献が少ないことは研究を進める上に非常に困っ

た。幸い上司の温情と小野先生のご配慰により1月間農

林省園芸試験場で研究の機会を与えていただいたので，

整枝剪定に関する日頃の悩みも消え，また，多くの文献

を蒐集することができた。次に,クリの交配に際し,当初

硫酸紙およびパラフィン紙の交配袋を使用したが，雨後

の風で破れたり，内部で新薬がむれたりした。またせっ

かく交配してできた毬果も台風により散有に落果した。

この苦い経験を味わった翌年からパーテメント紙を用い

さらに交配毬果には網をかぶせた結果，交配操作もうま

く行き，また，台風による落果も防ぐことができた。

Ⅲ現在までの成果

1．クリの品種とクリタマバチの被害

これからのクリの品種はまず，クリタマバチに対して

耐虫性を有する品種でなくてはならないことから昭和28

年よりろ8年まで当場試験地で調査を行なった結果は次の

通りである。

山地栽培について栄誉ある林業技術賞を賜わりましたこ

とは，この研究について日頃から深いご理解とご便宜を

はかっていただいた上司の方を，いろいろご協力をいた

だいた場員の方を，懇切なるご指導をいただいた農林省

園芸試験場第二育種研究室の方をならびに有益なご助言

を賜わりました小野陽太郎先生など皆様方のお蔭による

もので，ここに深く感謝の意を表する次第です。

なお本研究はまだ研究の途上で，多くの問題を残して

いますが，年も若く将来より以上に研究を重ねて行くべ

く努力いたす覚悟でいますので，なにとぞ皆様のご指導

とご叱正を賜わりますようお願いいたします。

竜
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串.際氏霧瀦繍繊灘露
I動機

近年林業では，土地生産性の向上をめざして低位生産

性の雑木林や採草地等をより高い金燦樹林へ誘導すべく

拡大造林が進められているが，民有林について考えてみ

ると，大きな山林所有者はともかく，小さい山持ちにと

っては,40年もの長い投費は非常に困難なことかと思

う。これらの数多い山持ちに対しては，やはり資本回収

が早くしかも将来性のある経済樹種が必要で，幸い本県

は昔から丹波クリ，摂津グリ，佐用グリ等クリの産地で

栽培者も多く，現在なお有利に取り引され，さらに，将

来とも有望と考える。

従来わが国のクリ栽培は，主として果棚園芸の面から

試験研究が行なわれたためか，平坦な畑地で集約な品種

が選ばれ，またそういった取り扱いが搾導されてきた。

しかし今後のクリ栽培を考えてみた場合，少ない耕地面

績も次第にエ場，道路，家屋その他の般備に転用されま

すますその而穣が少なくなる傾向があり，必然的に広大

でしかも土地生産性の低い雑木林，採草地等が栽培の対

象地として選ばれ，加えて労力不足に悩む今日では労働

生産性の面から省力栽培が要求されるかと思う。そうな

った場合，山地の披雑な特殊性から従来の栽培技術その

ままを応用することができない面も考えられる。すなわ

ち山地は傾斜地が多いため十分な土壌管理や機械等によ

h

～
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イ．薪虫瀧品種

豊多摩早生，森早生，ち～2，ち～7，丹沢,F~

40,W～25,豊銀，妖肥早生，銀善，伊吹,E～1･I,大

和，銀鈴，乙宗，被岸，玉錦，七福早生，市川早生，筑

波，有磨，錦秋，林甘栗，改良銀寄，氷上17号，田辺，

利平，兵庫7号，兵庫57号，銀寄，田上1号，赤中，田

尻銀寄，毛長銀寄,L～5,い～5,豊前，伝五郎，鹿

の爪，金赤，小布施2号，岸根，長兵術，甲州1号

ロ．非耐虫性品種

七夕，俄屋，笠原早生，盆栗，引差盆栗，北銀1号，

芳撰玉，宮崎1号，中早生，加平，関野栗，中生丹波，

大原栗，林1号，西川甘栗，小布施1号，小布施5号，

發老，小川2号，寺井，片山，霜被。

2．クリの品種とモモノゴマダラノメイガの被害

近年クリ采を食害するモモノゴマダラノメイガの被害

‘が非常に多くなったが傾斜地では薬剤散布を行なう事が

困難な上に5回以上に及ぶ散布労力と高価な薬剤の使用

ば採算上の問題が残る。したがって傾争鼬の場合は被害

の少ない品種とか少ない環境を選ぶ必要があると考え，

クリタマバチに対して耐虫性を有する品種について調査

を行なった。なお詳細は当場林業試験報告9号参照の事

イ．被害の少なかった品種田辺，田尻銀寄，毛長

銀寄,L～5,兵庫20号，今北，甲州1号。

ロ．被害のやや少なかった品種ち～2，乙宗，筑

波，有磨，利平，兵庫7号，兵庫41号，兵庫57号，田上

1号，銀藩。

ハ．被害のやや多かった品種豊多摩早生，森早

生，豊銀，改良銀寄，林甘栗，兵庫17号，赤中。

二．被害の多かった品種ち～7，丹沢,W～25,

F～40，七福早生,伊吹,E～11,大和,銀鈴，山野栗，

玉錦，妖肥早生，被岸,錦秋,銀寄,兵庫19号,い～5，

伝五郎，鹿の爪，小布施2号，豊前，岸根，長兵衛。

ろ．山地の省力栽培品種の吟味

一今童でのクリの品種のうちクリタマバチに対して耐虫

性を有し，山地の省力栽培に耐えうる品種を吟味するた

め，主要な54品種について樹勢，樹姿，熟期，収量，外

観，品質，病虫害，その他の特1兆を調査した結果は次の

通うである。なお詳細は昭和28～57年度当場業務報告書

を参照の事。

イ．省力栽培に耐えうると思われる品種

10月上旬に熟する今北は小粒だが，林木性が強くきわ

塗て蝋産で品質もよく虫害果(モモノゴマダラノメイガ）

も少なく山地の省力栽培に耐えうる品種と考える。次い

で9月下旬から10月上旬に熟する田尻銀寄および毛長銀

寄は，共に柵勢強く豊産で虫害果が少なかった。ただ
8

ノ

し，田肌銀寄は採取果に若干座の白いものが含まれ，毛

長銀薪は果形が三角円で果皮色がやや淡く甘味も少な

い。9月中，下旬に熟する乙宗は樹勢中庸だが豊産で虫

害果も少ないのでBO(d)型以上の肥沃地で，ある程度

密植すればよいかと思う。ただし，果皮色がやや淡く，

採取果に座の白いものが含まれることがある。10月中，

下旬に熟する甲州1号は棚勢強く，虫害果も少ないが収

量がやや少ないように思われる。

ロ．薬剤散布を必要とする品種林甘栗,銀寄,赤中，

豊前，鹿の爪，伝五郎，小布施2号，岸根，長兵術等は

氷上17号

捕付後ろ年目

P

兵庫57号

接木後10年経過

共に樹勢は強いが虫害果が多いので，薬剤散布のでき為

範囲の緩斜地を選ぶ必要があろう。なお，これらの品種

のうち，銀寄，林甘栗はやや収遥が少ないように思われ

る。

ハ．集約栽培を要すると思われる品種豊多摩早生，

銀善，豊銀，炊肥早生，北銀1号，被岸，金赤，等は樹

勢が弱く虫害果も銀藩，金赤を除く外は多いので肥沃地

で集約栽培を必要とする品種と思われる。

二．利平は虫害果も少なく，柴栗台に接木後4～5年

4－－
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金
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I

間ば樹勢が旺盛だが，その後成長は止り，果実も小さく

なり隔年結果をくりかえしている。この原因は接木不親

和によるものではないかと考えるが明らかでない。

ホ．その他の品種については省略する。

4新品種の特性調査

鍵林省園芸試験場満よび民間で育成した新9品種'1系

統について特性調査を行なった結果は次の通りである。

なお詳細は昭和3,～57年当場業務成績報告譜参照の事。

イ．有鰐樹勢強く豊産。熟期は銀寄より約1週間早

く，平均果実の大きさは22.69．外観品質共によく，い

が付きが固いので台風による落果も少なく’また虫害果

も少ないので,山地の省力栽培に耐えうる品種と考える。

ロ．筑波樹勢強く豊産。熟期は有磨と同時期で，平

均の重さは20.29．タ縄品質共によく，虫害果も少な

い。ただし，やせ地では(BB型土壌）では’樹勢がや

や弱くなる傾向があるので，肥沃地を選ぷかまたは十分

な土壌管理を必要とするだろう。

ハ.L～5樹勢強く豊産。熟期は9月下旬から10月

上旬｡果実の大きさは17.79．虫害果も少なく’イガ付

きも固いが，枝が台風で折れやすくまた採取果に座の白

いものが混入することがある。

二．伊吹，大和共に樹勢強く，豊座で，9月下旬に

熟するが，虫害果が多いので薬剤散布の必要がある。伊

吹はかなりヤセ地でも耐えうるが，大和は豊産であるた

めか，果実が小さくなる傾向があるので，肥沃地で集約

栽培を必要とする品種でばないかと考える。

品質もこの時期のものとしてよいが，虫害果が多いの

で，肥沃地で，やや密植して集約栽培を行なう品種と考

えられる。多毬果,果頂裂果が苦干ある。
卜．その他の品種銀鈴は外観は美しいが，樹勢弱く

また虫害果も多く，作りにくい品種と考える。田辺，田

上1号は樹勢強く，虫害果も少ない方だが，収量が少な

い。F～40,錦秋は共に樹勢は強いが，収戯少なく，虫

害果が多い。さらにF～40は座に亀裂が多い。W～25は

裂果や虫害果が多く，ち～2は果皮色が淡い。い～5，

E～11の両系統ば樹勢やや弱く，虫害果が多い。

5．優良品種の育成

イ．選抜した兵庫7号および57号の特陸

昭和27年，横山，前田両氏によって支那栗×日本栗よ

り選抜された兵庫系統6個体について特性調査を行なっ

た結果，兵庫7号および57号が共に耐虫性を有し，樹勢

強く，豊産で，虫害果も少なく，山地の省力栽培に耐え

うることがわかった。次いで36年にこの両系統を東京甘

栗会社磯貝博氏へ送付し剥皮試験を行なったいただいた

結果共に歩止りは特松級で，やや弾力性に欠け塔》が煮上

がりは美味であることがわかった。また市場性も高く

38.9.7.大阪青果KKで10kg当り兵庫57号3，800円，

兵庫7号，5，500円，銀寄2.700円であった。以上のよう

に両系統は優良な性質を持っているので本県ではもちろ

ん広く中国地方で栽培されている。なお本研究の詳細は

日本林学会関西支部大会講演集第13号参照。

ロ．選抜した氷上17号の特性昭和四年，横山，前田

両氏によって栽培栗実生より選抜された氷上系統7個体

漣ついて纈生調査を行なった結果，銀寄の実生より選抜

した氷上17号が耐虫性を有し樹勢強く豊産で熟期も銀寄

より約1週間ほど早く，また，外観，品質も銀寄に類似

した優良個体であることがわかった。ただし虫害果がや

や多いので薬剤散布の必要はあるかとも思う。なお本個

体も本県に広く栽培されている外兵庫67号と共に，中国

地区休業試験共同研究特性部会で取り上げているクリ新

品種特性検定試験の中に加えて試験を行なっている。

6．授粉品種の選定

イ．主要品種間の交配結実性クリの主要品種に対す

る授粉品種を決定するため主な18品種72組合せによる品

種間の交配を行ないその交配結実歩合および含果数につ

いて調査した結果，次表の通り授粉品種を決定した。

ロ．シバグリの授粉樹としての価値自然に生育して

いるシバグリが授粉樹としてどれほどの価値がああか調

登した結果，栽培栗とシバグリの交配結実歩合は69.2影

でやや高く含果数も2．0コであった。ただしキセニヤ現

象により平均果実重が栽培栗との交配に比べるとかなり

幽
一

二
も

窪
《
↑

』

〆

クリタマバチの被害をうけた柴栗樹を台木に利剛

して雑木林よりクリ林へ誘導した12年生銀寄林

ホ．丹沢，ち～7共涯9月上旬に熟し虫害采が多

い。丹沢は樹勢が強く，市価も高い（58.9.4京都市場で

kg当り900PJ)が，収壁がち～7に比べ少ない。反対に

ち～7は豊産だが，樹勢やや弱く，成り過ぎて小果にな

りやすいため集約栽培を要する。

へ．森早生樹勢やや弱く8月下旬より9月上旬にか

けて熟する。外観よく(38年名古屋市場でkg当り500円）
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低く商品価値が下がるので，シバグリを授粉樹として残

す場合は大粒のシバグリを残すよう注意する必要があ

る。なお本試験の詳細は当場林業試験報告第9号･参照の

こと。

7．モモノゴマダラノメイガの被害調査

クリ果を食害するモモノゴマダラノメイガの被害調査

を行なった結果，次のことがわかった。

培法を追求するために行なった試験で，当初ろ～4年ま

で肥大生長も収量も少なかったが，その後樹冠の拡大と

共に肥大生長，収量共に年を多くなって行くことがわか

った。しかしさらに,．これらの墹加を望む場合は穣極的

な土壌管理が必要かと思う。なおクリ材の価値の少ない

今日では地上1.5mほどの所で高接を行ない樹勢を強め

て牧草栽培と林内放牧をかねた，クリ栽培法を考えてみ

る必要があるかと思う。詳細は日本林学会関西支部大会

講演集第'5号を参照のこと。

Ⅳ現在進めている試験研究

1．交雑育種試験2．新品穂特性検定試験，東溌

’’2，3号’福波，裏番3号，玉造，出霊，山野栗，西

妙寺’’2号，秋芳栗，福富早生，玉落早生その他の新

品種または系統。5．耐病虫性品種の吟味4．

結果母校の栄饗と結実の相関5．モモノゴマダラノ

メイガ薬剤防除試験6．刺越の発育過程とモモノゴ

マダラノメイガの産卵消長7．ハンノキキクイムシ

被害調査

v将来の抱負

近年世界産額の大部分をしめるヨーロッパグリが，胴

枯病やインク病等によって年火減少の道を辿りまた数年

前から韓国に異状発生したクリタマバチが大陸伝いに中

国淀浸入したとした場合，大果で郷関が早くかつﾀ職，

品質共に優れた日本グリの将来は極わめて明るい。そう

考えた場合，問題はいかにして国内生潅騒をふやすかと

いうことと，いかにして生産コス,､を切り下げて行くか

ということだと思う。それには広大で低位生産性の雑木

林，採草地等を利用して栽培面積をふやすこととそこに

果樹園芸的な技術の象ならず合理的な山地の省力栽培技

術をも共Iこ導入していくべきではないかと考える。その

意味で早急に山地の省力栽培技術を確立すべく経営，育

種,土壌，生理，病虫害等の研究者の方と協力してさし

当り次の冊暁を行ないたい。

1．シパクリの生育と褐色燕林土壊

2．山地除草剤に関する試験

ろ．雑木林よりクリ林へ溌導に閲する試験

4．クリの樹形と積雪の筈

5耐晩霜性品種の育成

6．林蕊機械導入に関する試験

7．その他

‐

凸』

一興

用材果実兼用のクリ栽培商接後10年目

-…-解 赤

滉
一
》
》

撞 品種

沢
軍

伊吹
一

大和

丹沢・赤中

頑遮・布醒

伊吹・丹沢･銀一審=宗一甲
筑鐙・有腰

察釣

筑波
一

銀寄

雷~斎F
察z斜､畿嘉寄迩患逗室 二二二田尻姻寄

イ．方位にかかわらず日当り良好な緩斜地は被害が多

かった。また東面から南面にかけて被害が多く，西而か

ら北面にかけて少なかった。

ロ．植栽位澄について傾斜の上部は被害が少なく傾斜

の下部は被害が多かった。

ハ・強制産卵ができなかったというアカマツが周囲に

ある所は被害が少なく寄性植物として知られているクヌ

ギ，ナラ，シバグリを含む雑木林が周囲にある所および

クワ，ゴボウ等間作しているクリ園は被曹が多かった。

二．年2回坪刈していあ所は，年1回坪刈りしてカヤ

を残している所に比べ被害が少なくない。

ホ．林内にイガを放腫している所は焼却または土中埋

没している所に比べ被害が少なかってが，積極的に被害

を少なくするほどまでいかなかった。

詳細は当場林業試験報告第9号を参照のこと。

8．高接によるクリ栽培試験

クリタマバチの被害うけたシバグリ樹に耐虫性品種を

高接（地上5.5m)し，用材生産と果実採取をかねた栽

《
《
』
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1

す。生産事業の中でも,集材工程にしめる割合は大きく，

また，災害もこ燕に比例し，多発している現状から，林

業の近代化の合言葉に期待し，当局管内の象ならず，他

局にも，さらにまた，民間林業にも広く推奨して，林業

全体の発展に寄与してまいりたいと念願する次第です。

同君が終始直営生産事業に従事した経験を生かし，トラ

クタ集材の搬器に長い年月に及ぶ，改良の研究を重ｵa，

長官賞におぼれることなく，新たな改良に努力した結
果，幸いに先輩諸先生方の審査漣これが認められ，今回

の受賞の光栄に浴したことは，小泉君の喜びはもとよ

り，推せん者として誠に同慶の至りです。林業の近代化

の将来において，われわれ技術者に課せられた使命の重
大さを痛感すると共に，このたびの受賞を契撰として，

今後とも精励して，よりよきものを生拳出し，飛躍する

足場となれば，幸甚と思います。

☆すいせんのことば☆

郷司義清
〔北見営林局作業課長〕

当局管内のI､ラクダ導入の歴史を振り返って見ます

と，昭和12年に，雪橇による運材作業を，冬期間のみ実

行したのが，トラクタ導入の耀初でありますが，戦時

中，燃料補給の困難から使用不能になり，短命に終って

おります。

林内作業の集材に導入したのが，昭和29年の15号台風
による風倒木早期処理のため，当時は，厩ｵが主であっ

て，鉄玉で作業したものが，機械化の第一歩であり，昭

和52年に，斜網地区において，工程の単純化と，造林費

の節減を図る試琢として，全幹集材作業を取り入れ，ア

ーチ形のサルキーで作業しましたが，集材時において，

運転操作の面で多くの難点がありました。

そこで，ウインチにより，サルキーを持ち上げられる

ようにした，変形サルキー（背負式サルキー）を，小泉

君が考案して，昭和36年11月に，林野庁長官より，一級

功績賞を受けております。この改良によって，利点とさ

れることは，一番むずかしい方向変換レバースによる，

災材路の進入は容易に解決さｵL,けん引抵抗の職減か

ら，迩膳操作が簡易になり，作業能率の上昇は，もちろ

んのこと，勾配に制約をうけ為トラクタ築材作莱に大ぎ

く貢献しました。

しかしながら，急斜1mにおける築材は，材の自走飛来

する危険度が高く，制動能力も，皆無のために，安全の

危害防止上から見ると，まだ改良の余地が，多分に残さ

れており，そこで，再び，この観点から，保安上完壁な

ものであり，また強度においても，十分耐える瀧造に改

めて，改良したのが考察された主旨です。磯械化推進の

目的は，生産性の向上を図り，もって，労働力の軽減

と，安全の確保にあり，これを達成するためには，作業

方法の改善と，機械器具の改良活用は，きわめて重要な

ことです。本年は国有林野事業災害防止5カ年計画の第

2年日であり，今後，この目的達成のため，大いに衝献

するものと期待しております。

機械器具の改良考察は，理論的なものはありますが，
現地に密着したものは，数少ない旗うに思います。直接

事業に従事しているものが，長い年月と，尊い経験と，

日頃の努力の結果，改良されたものこそ，本当の成果が
あり，実態にマッチした，実用のものと確信しておりま
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トラクタ用作業器

改良の

小泉初雄

〔丸瀬布営林署貯木場主任〕
一一

略 雌

大正13年9月4日生

昭榊4年5月，網走営林署俸職

昭和32年5月，小清水営林署製品事業所主任

昭和57年4月，置戸営ﾎ獄製品事業所主任
昭和59年4月，丸瀬布営林署貯木場主任現在に至る
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はじめに

このたび私の冊暁考察に対しまして，我瀞ある林業技

術賞を賜わり，身に余る光栄と存じます。これひとえに

上司の方燕のご理解と，ご指導の賜と厚くお礼申し上げ

菫す。ご推せん下さった方盈ならびに関係者の方為に対

しまして深く感謝の意を表する次第であります。

l.着想の動機

機鋼上推進の目的は生産性の向上を図るとともに，併

せて作業面での労働強度の軽減と安全性の確保というこ

とにある。この目的達成のためには作業方法の改善と，

これに伴う機械器具の改善活用はきわめて重要なことで

ある。

機械化が進むに伴い，林内における集材竹諜に，トラ

クタの果す役割も大きく，トラクタに装肺されたウイン

チと作業機を併用し，木元より全幹で集材する作業方式

が広く採用されている。この作業方式は昭和52年小清水

営林署において，小型トラクタCT-25猟を導入して工

程の単純化を図り，符内初めての試みとして実行した。

第1表昭和57,38年度災害率比職表

したがって傾斜地での作業方法にはロッキングアーチ

の使用は不利と判断し，ズリ曳で実行したが，搬出路の

損傷が多い上に牽引抵抗が大きく，ワイヤーの損耗も薪

しく，また燃料消費量が大きく，作業能率の低下と共に

経済的損失も大きかった。そこで何らかの方法でこの状

態を排除すれば能率も一段と向上できうるものと考え，

翌昭和55年に過去1年間の実行体験を基礎に聡避小型の

背負式搬器を考案使用した結果，どうにかその目的を果

し，その後上司の指導および関係者の協力を得て改良を

施し現在に至った。すなわち急斜面の集材をする場合の

問題点として，従来の作業機ではウインチによあ引寄せ

の際，材が自走飛来し，作業機を越えてトラクタ本体に

激突してこれを破損せしめるの象でなく，運転者に危険

を及ぼすことさえある。また運材中は材が車輪に接触し

てタイヤを傷迩，車輪に巻き込まれてトラックに当たり

トラクタの運行に支障をきたし，危険も伴い能率低下の

大きな原因となり，20度以上のトラクタ集材作業は不可

能な状態てあった。以上のことからこの問題を解決する

手段として，作業機を改良し急斜面におけるトラクタ集

ー
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当初はロッキングアーチを使用したが，トラクタを木元

まで入れることがこの作業の絶対条件であり，傾斜15度

位叢~Cはロッキングの使用も可能であったが，これ以上

になるとロッキングアーチは型も大きく，搬出路を作設

しなければ使用は不可能であり，しかもこれを使用する

とトラクタの登坂能力が著しく低下する。

《
《
》

材作業の安全と能率を確保し，目的を達し得たの

でここに紹介する。

2．改良に当たっての着眼点

イ）急斜面における材の自走飛来を完全に受け止

め，これに耐えうる構造を強度とする。

ロ）トラクタの方向転換レバースの運転を容易に

するためにウインチを利用して機体に背負う椛

造とする。

ハ）急斜面における運材時の制動効果が十分に得

られる装置を有すること。

二）運材時車輪に材の接触するのを防止し，牽引
抵抗を軽減する。

－－－．8．－－－－
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3．構造の簡単な説明

写真-（1）の通り荷台が常に自動的に後方に倒れてお

り，ウインチを巻き込むことにより写真-（2）の状態に

荷台が回転し，写真-(ろ）の通りウインチを利用して後

部に背負い，写真-（1）の状態で牽引すると，荷台の先

端に取り付けた制動爪が荷重の軽重度合に応じ地中に食

い込んで制動する状態となり，滑車は回転板の作用によ

り前後左右に回転し，横取りを自由にし，ワイヤーの損

傷を防止できるようにしてある。

される心配はなくなり，1回当りの牽引量も増加するこ

とができて能率が向上した。

ハ）平地の集材（10度以下）

登坂能力を大きくするため，運材専用の時は排土装置

を取り外し自重を軽減しているため，ウインチを使用じ

た場合は逆に材の方に引き寄せられる状態が起こり，そ

のため能率に大きく影響していたが，改良作業機写真

-（1）の状態で荷台の先端が地表に食い込んで支えとな

り,1､ラクダが材の方に引き寄せられることなく，集材

#鐸が向上した。

二）急斜面の登坂能力

全幹集材作業はトラクタの登坂能力が大きく要求され

るが，25度以上の急斜面での旋回は全く不可能で，これ

がため作業機を後部に背負い後進で登坂するが後部に重

量がかかっているのでトラクタの重心が調整されてバラ

ンスがとれ，登坂能力が一段と向上した。このため作業

道の作設が簡略化され作業の進行上有利となった。

4．使用経過

イ）急斜面における集材

ウインチにおける木元からの集材の時は，前述の通り

自走飛来が多く，トラクタに激突したり，あるいは本体

の下に入り込拳きわめて危険であったが，本機使用によ

り写真-（1）の状態で材を完全に受け止め，トラクタに

与える障害は皆無となり，安全性が向上された。

ロ）急斜面の運材

従来の作業機は，材の自走によりキャタピラに触れト

ラクタの運行に支障をきたし，しばしば運行不能の状態

となったが，改良作業機は写真-（1）の状態で材を荷台

で完全に受け止め，さらに荷重の軽量度合に応じ十分な

制動効果が得られるので，荷物の自走が制御されるよう

になった。従来は1回当りの牽引量を減ずることによっ

て安全を保持していたが，本機使用によりトラクタが押

自
慰

むすび

以上まことに簡略ではありますが改良作業器について

申し述べましたが，1年間使用した結果から急斜地の集

材作業に対するトラクタの適応性が拡大され，安全，能

率ともに有利性をもたらしたと考えております。なお昭

和57年度（旧作業器使用）と昭和58年度（改良作業器使

用）の実績を比較してみると，第1表の通り著しく災害

が減少し，第2表の通り能率面においては，一段と向上

し，その成果を発揮したと確信しております。

本器についてさらに追加考案をしまして試験中でござ

いますのでこれも含めて，後日詳しく報告したいと考え

ておりますので，一層ご指導を賜るようお願いして報告

を終ります。
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昭和57,38年度単位当り実績比較表第2表
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計画をたてていく上の大きなポイン1,になると思いま

す。今後なお，この研究を棚り下げて進めていくことを

期待したいと思います。

次の、玉石コンクリーl､の配合比と玉石間|鰯との関係

について、は，鈴木君が学校を卒業して間もないころか

ら，私と相談して始めた研究で，始めは玉石を回鱸楠円

体と仮定して，数学的に各種の関係式を導き，次に元来

が精円体に近いものを回転構円体として計算したのです

から，その誤差を計算式に誘導し，わずか10％以下であ

ることを証明しました。実験は梢円体に近い玉石を実際

に配列して行ない，計郷式との差がほとんどないことを

確かめました。それから後は，不整形な玉石を使用した

場合についても，この理論を推しすすめ，だれでも簡単

に見出せるように計算図表を作成しました。この研究に

要した労力は，非常に大きなものがあったようです。

最後の、砕石コンリートの仕様についで、は，そう遠

くない将来において，コンクリート用粗骨材が全面的に

川砂利から岩菰砕石へ移行することを予想し，すでに経

済的な場合においては，砕石に切り替えている箇所があ

りますので，早急にその仕様を決定する必要にせまられ

て行なったものですが，その内容は単に仕様の決定に止

まらず，産地，産地別の砕石の特性，配合，強度，経済

性など非常に広範囲にわたっており，その研究結果は非

常に役立つものと確信いたしております。

☆すいせんのことば☆

(鈴木君の受賞を祝して）

和田英次

〔愛知県治山課長〕

治山の技術ほど，各種科学分野の総合の上に成り立っ

ているものは，他には余り見られません。それだけに治

山の技術者は林学の象ならずコンクリート工学，応用力

学，土質力学，水理学，地質学など多種の分野の勉強が

必要になってきます。一方治山の現場においては毎日コ

ンクリートの打ち込蕊だ，やれ石祇だ，植栽だといった

具合に，仕事は間断なく続いており，直接仕事にたずさ

わっている技術者にとっては仕事の進行上，疑問を持つ

点も多左あることと思います。そしてこの疑問の点を克

服していかなければ，明日の仕事にさしつかえること

も，また多いことと思います。今回受賞の名誉を得問題

ました鈴木君はこういった事業の実施上，直接必要な諾

に取り組んで立派な成果をあげました。

治山の仕事はまことに忙しく，事業の計画，設計，指

導，監督，検査，それに直営工事の帳簿の整理，賃金の

支払いなど息つくひまもない毎日ですが，そういった中

でこうした試験研究を行なっていくことは並大低なこと

ではありません。これこそ周囲の人の理解と，本人の努

力があってこそ可能なことだと思います。童たこういっ

た事業の中の試験，研究だからこそ，直接仕事に結びつ

いた効果ある結果が得られたということもいえます。

私は常為こういった研究こそ，現場にいる技術者でな

ければできないことだし，またやら漁ぱならないことだ

と思っております。

鈴木君の業讃のうち，、ばげ山の植生に関する御墨

は，治山の技術というものが一口にいって，土壌改良の

技術だといわれているように，非常に重要な問題です。

とくに本県は、はげ山復旧エ事、については，我が国で

も最も古い歴史をもっているところで，われわれの諸先

輩の残じてくれた尊い業絞を調査して，現在までの治山

事業の良い点を踏襲しながら，欠点を改善し明日への脱

皮を計ろうとする点に大きな意義があります。とく腫母

材である地質の遠いによって，三つのグループに分かれ

ることを指摘したことは，今後の、はげ山復旧エ事奄の
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鈴 木隆司

〔愛知県岡崎森林治水事務所〕
－1－_合一~一一一

はじめに

このたびの受賞の内容は主として過去3カ年間の治山

研究会の論文集および会誌、治山蕊に発表したもので，

答はげ山復旧工事施工後の植生の推移に関する研究、，

、玉石コンクリートの配合比と玉石間隔との関係につい

て、，書砕石コンクリートの仕様について、の3編であ

ります。これらはいずれも治山の技術者として事業の計

画，設計，指導，監督といった毎日の業務を行なってい

く上にどうしても解決しなければならないいろいろな問

題のうち，さしせまって必要な事項について重点的に行

なったものであります。紙面の関係からその内容の概要

－10－
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.i表のような関係にあります。ヒメヤシャブシの樹高に

ついてはクロマツに見られるほど，この関係は明瞭では

ないが，それでも第5類の矢田川累層は第1無第2類

に比べて目立って悪く，このことは極端に悪い矢田川累

層を除いてヒメヤシャブシは比較的地質の違いによる影

響を受けることが少なく，むしろ植付時の条件とか，他

の樹種による被圧の有無といったことが，その後の生長

に影響しているようです。植生推移の4段階がこの三つ

のグループの逮いによって，どのように変わってくるか

をクロマツとヒメヤシャブシの混植について見ると，第

2段階の競争の始まる時期はいずれの地域でも施行後ろ

～4年で始まっているが，第3段階の優勢木占有の謡間

が始まる時期は第1類の地域で8～10年，第2類の地域

で12～14年，第3類の地域では競争期間中にクロマツも

ヒメヤシャプシも共に衰退が始まり生長が低下していま

す。競争の期間から優勢木占有の期間へ移る時期は第1

図においてヒメヤシャフ．シの樹高をクロマツの樹高が抜

く時期に，ほぼ相当しています。第4段階の極盛相への

漸次移行期間が始まる時期は第1類の地域で50～40年と

推定されるが，第2類の地域で注調査箇所が少ないので

推定することが困難であったが，しかし，かなりの長年

月を要するものと思われます。

②植生の推移とI畔休の種類；

(1)ヒメヤシャブシ･…･･クロマツとヒメヤシャブシの上

長生長は施行後ろ年から8～14年まではその経過が非常

に似ており，互いに競争関係にあって，この時代にどち

らが優勢になるかは，わずかの機会の差がこれを決定す

るものと考えられます。この時代にクロマツが優勢でヒ

メヤシャブシが圧倒されている場合より，むしろヒメヤ

シャブシがやや優勢で，これに対しクロマツがわずかに

圧倒されている場合の方が，かえってクロマツの生長が

良く，このことは競争期間を過ぎ為とヒメヤシャブシが

クロマツの下木となって次第に衰退し，ヒメヤシャブシ

の衰退が始まるとクロマツの生長も落ちてくることも考

え併登，この時代にはヒメヤシャブシが苦千クロマツを

圧倒している場合の方がクロマツの生長にとってはむし

ろ理想的であると思われます。クロマツの生長は第1図

のように肥料木としてヒメヤシャブシを混植した場合が

最も良く，オオバヤシャブシ，トゲナシアカシヤなどを

用いた場合は前者の場合よりおとる傾向がでています。

(2)オオパヤシャプシ……オオバヤシャブシとクロマツ

の植栽は，クロマツが被圧されて消滅がはなはだしく，

特に条件の良い1類の地域では徹底的にオオバヤシャプ

シがクロマツを圧倒して施行後6～8年で林冠を優占

し，10年経つとほとんどオオバヤシャブシの純林になっ

鰯

鈴木氏

亀 を記述いたしますが，詳細については，それぞれ文末の

文献を参考にしていただきたいと思います。

1．、はげ山復旧工事、施工後の植生の推移に関す

る研究

善はげ山、を銅上するには富ず草類または肥料木を導

入して浸食の防止を計り，その後土壌の肥沃化の進行に

ともなって経済樹種の導入を計画する二段構えで行く場

合と，始めからこれを同一時期に一度に実施しようとす

る二つの方法があって，本県の、はげ山復旧エ事建は古

くから後者の方法，すなわちクロマツを主木とし肥料木

を補助木とする同時植栽が行なわれて現在に至って鯖り

ます。その工法憾筋工を主体とする階段エ法で内容にお

いて若干の変遷を見ながらも今日まで継続されておりま

す。この研究は以上のような工法による竜ばげ山復旧工

蕊、の長い歴史の跡をふり返って，既施行地において導

入された植生が，どのような生長，発展の経過をたどっ

ているかを明らかにし，今後の、はげ山復旧工聯、の実

行に当って，その指針をうる目的で行なったものであり

ます。そこで県内の、はげ山復旧工事、既施行地箇所を

対象として植生調査と同時に土壌調査を実施致しまし

た。その結果，施エ時に導入した植生の生長，経過につ

いては第1表に示す四つの段階があって各段階の推移の

状況が母材である地質の連い，および肥料木として何を

用いるかによって非常に連うことが明らかになりまし

た。そこで，そのことを中心に以下概略を説明いたしま

す。

①植生の推移と蚤はげ山、の地質：はげ山の地髄と

植栽木の生長との関係をクロマツについて見ると，樹高

においても胸高直径においてもかなりはっきり生長の異

なる三つの地域的グループに分かれていることがわかり

ました。この三つのグループを生長の良いものから順に

便宜上，第1類，第2類，第3類と呼ぶことにすると第

上
巳
呈
唾
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盛な生長を続けて､､るものが見受けられることから，お

そらく後者が原因であろうと思われます。トゲナシアカ

シヤと植栽したクロマツは生長が悪く，トゲナシアカシ

ヤの枯損と共に元の、ばげ山、に戻る可能性が大ぎい。

(5)ヤマハギ．…．●ヤマハギの生長は非常に早く施行後ろ

年で1.5m程度になり，以後年数をへても黙木であるた

め樹高が大きくならない。またヤマハギは葉が小さく，

着生密度が疎であるため他の樹種を被圧することが少な

く,lll脱面の早期被溌に有効であると考えられます。そ

のため没食や法面の崩落が盛んな2類の地域では効果が

大きく，他の樹種の生長が進桑クローネの下になると自

然に消滅し，施行後,0～13年で初めの主蒙が枯れて，後

で萠芽したものが点だと見られるに過ぎなくなります。

てしま↓､ます°

(3)ヤマハンノキ･…ヤマハンノキとクロマツとの植栽

はオオバヤシャブシの場合と同様に条件が良い場合は競

認燗間にクロマツを圧倒してヤマハンノキの純林にして

しまうが，ヤマハンノキは条件に左右されることが多

く，1類の地域でも条件が悪い場合は施行後5～6年ぼ

どで虫害（キクイ虫類）の発生が見られ，そのたあ生長

が停止する。このような場合にはクロマツの生長も低下

寸了るのでヤマハンノキが林冠を占有すあ前に枯損が始ま

り，元の、はげ山、に戻ることがあります。

(4)1,ゲナシアカシヤ…･･トゲナシアカシヤの生長は施

行後4～5年まではきわめて良く，クロマツを被圧して

いることが多いが，1類の地域ではそれ以後になると急

速に生長が衰え，そのほとんどが虫害を受けて施行後7

～8年で枯死するか，または枯死寸前の状態になってい

る。この枯損が直接虫害によるものか，あるいは水分条

件等が悪いことが素因となって樹体の衰弱がおこり虫害

の発生を見たのか，そのいずれかは不明ですが，水分条

件の良い最下段の筋工に植栽したトゲナシアカシヤで旺

一
Ｊ第1図地質別､匠鑑行迄クロマツの欄姦

二三
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一③研究結果の事業への応用：

(1)本県の、はげ山復旧工事＼は蓑ず書はげ山電をこの、

三つの地域に分類した後，それ

ぞれの地域の特異性に応じた対

策をたてることが必要であると

考えられ室す。

（2）クロマツを主木とし肥料

木を補助木とする現工法におい

ては，クロマツの生長はヒメヤ

シャプシを用いた場合が最も良

く，オオバヤシャブシ，トゲナ

シアカシヤ，ヤマハンノキとク

ロマツとの混植は主木であるク

ロマツを被圧して，条件の良し、

質｜地域別｜風化生成物の状態

瀧川花側内緑岩鰭'類謙蕊瀧皇噌辮雛雛灘鏡い粒

武節花尚岩〃瀧子粒子の大きさが，臆ぼ均一で紬士分が少

猿投花尚岩鱸2類鼠雛騨灘雛鰯時，がさついて”《

｜
地

一
花
聞
岩
類

変成岩類’第1類｜微砂質で苦干粘土を含離堅い。類
類
類

１

５
１

第
第
第

家領
辮
謝
識

粘土質で堅い古生層の礫を含み，堅く靴蝿iして
いる。

微砂質で風化した領家変成岩の礫を含暴，その
堆積は矢田川累層ほど堅くない。

、

－．12－



地或では第5段階の優勢木の占有期玉石のWII合%(K=%E=0.8-1.9おJ:ぴ緯%E=0.8~1.9の墹勧ノ

間において肥料木の純林になる可能

性が大きい。

(3)トゲナシアカシヤとヤマハンノ

キは条件が悪くなると虫害の発生等

により一斉に親韻する危険があるの

で，植栽は取り止めることが望まし

い。もし植栽する場合は条件のよい

所を選び，他の肥料木の中に少数を

混交する程度にとどめるべきであ

る。

(4)オオバヤシャブシの植栽は単独

植栽か，あるいは陰樹の特性をいか

してヤマモモとの混植が望ましい。

(5)ヤマハギの法肩への植栽は階段

間法面の崩落が激しい第2類の地域

には効果が大きい。

2．玉石コンクリートの配合比

と玉石間隔との関係について

従来、カン電にたよって施工して

きた玉石コンクリートの配合比と玉

石間隔との関係に裏付けをもたせ，

５１０２溺０３５３０４５４０５５５０６５

玉
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一つの基準を作りたいと考えたのが勤稜となって次のよ

うな計算式を導き，実験を行なって確かめると共に第2

表のような計算図表を作成しました。この計算図表にも

いろいろ問題点はあるようですが，一応これで曲りなり

にもこの関係を明らかにすることができたと思います。

1）設計配分比に対応する玉石純間隔

玉石コンクリートの遼合比と玉石間隔との関係を求める計算図表
第2表

6=B(刀涛-') ①

2）①式の成り立つKの条件

K≧竺苛4/'一表謝『
ろ）玉石純間隔をいずれの方向においても6に‘した嬬

合の配合比γ=(A畷鵠丁？、

ー 第3表砕石の比重
上下の玉石間隔を△“保つのに必要な最小純IM|隔6cm

１
１

平均比重|測定値の範囲
2672．57～2．72

”52.55～ろ.07

2802．69～2．96

地 域名

古生層地域

領家変成岩類の地域

御荷鉾系の塩基性岩類の地域

1

1
１
－
４ 陸っ込み÷の場合）

１
－
６ (突っ込み骨の鳩合）
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4）可謹形な玉石を使用した場合の配合比

ejrB2

γ＝雨Z平5ア

たします。試験に用いた細骨材は本県において最も多く

使用される矢作川産(F.M3.21)と豊川産(F.M2.68)

の2種を用いました。

式中5：玉石純間隔γ：玉石コンクリート中の玉石の

割合,K:上下の玉石の突っ込む割合,A:玉石の長軸

径，4：玉石の平均短軸径，4：上下方向の玉石の最短

純間隔'e:回転糟円体に対する玉石体積の割合

3砕石コンクリートの仕様について

東海地方の砂利資源は近時急速に澗渇の一途をたどっ

ており，砂利資源が川砂利から岩石砕石へ転換されるの

は全く時の問題とされております。こうした時に当た

り，現在主として道路工事用に生産されている砕石を治

山のコンクリートに使用した場合の仕様を決定するため

砕石の産地，性質，粒度，配合，強度，経済性等につい

て調査試験を行ないました。紙数の関係で-|-分ご説明す

ることができませんので，その中から砕石の主要な性質

およびコンクリートの示方配合だけを取り出して表示い

第6表大径砕石コンクリート配合表

砂の鯉飽：鳥:|ｽﾗﾝブ郵鎚|“水麗i艸息|浮烈
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II11IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII州IIIIIIIIIIIIIIIIilll 全部しらゑつぶしに調査しなければならないこと

もありましょうし，また時には全数を調べること

が不可能なことや，やっても意味がないこともあ

り菫す。この後者の場合には対象の一部について

調査を実施し，その結果から，全体の様子を推し

計らなければならないのですが，ここで大切なの

は調査すべき対象をどのように選びだすかという

ことであります。

今まで森林調査においては標準地法というのが

よく用いられてきましたが，これもその選び方の

一つの方法です。この場合はできるだけ平均に近

いようなところを選ぶわけでありますが，この方

法では次に述べるようないくつかのまずい点が生

じてきます。

1）何を根拠としての標準であるか？

Aという人の考える標準とBという人の考える

標準は必ずしも一致しないし，さらにaという

調査項目の標準とbという調査項目の標準は同

じではない。つまり標準というものに客観的な

規準や保証を考えることができず，また多くの

調査項目がある場合はその項目の数だけ標準地

を選ばなければならない。

2）標準地がない場合がある。

もし調査しようとする標識が下の図のような

分布をしているとするとこれ全体を表現するよ

うな標準地は存在しないことになる。

このような場合は左と右の二つの組に分けて

調査すればよいという議論もでるかもしれな

い。しかし，ある一つの地点がこの左の組に属

するものか，または右の組に属するものかをど
うして判定できるか？もしできたとしても左

の組に入る数と右の組に入る数がわからなけれ

ば（これは全数調査をしなければわからないこ

とである）全体についての結論を出すことはで

きない。

また樹種分布をしらべたいというような時に

は標準地という概念は調査の意味からすでに存

在しない。

つまり標準地法はごく特別の調査項目について

だけ利用できるが，これを用いて出した結果の精

度を客観的に評価することはできないというの

が，この方法の欠点といいうるでしょう。
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サンプリング調査の意味（その1）

準備段階が終ったので，これからいよいよ本論

のサンプリングに入ります。

全数調査（悉皆調査）であれ，サンプリング調

査であれ，調査というものは常に実証明な結論を

うるために行なわれるものでありますから，その

企画，実施，分析の各段階において，実に一貫し

た立場と方針を持ちつづけなければなり室せん。

ただ漫然と何痔を調査したいからやってふようと

いった安易な考え方ではとても正しい結果は得ら

れるものではありません。何について何を知りた

いかということを明確にし，そのためにはどう調

査するのが一番正確でしかも安く短期間で仕上げ

られるかを考えていくのが常道でありますが，世

に行なわれている調査にはこの点が十分に配慮さ

れていないものが見受けられるのは残念なことで

あります。

調査に先だってまず第一に決めなければならな

いことは調査の範囲であります。調査の範囲は通

常調査の対象となる個体の集団として規定される

のですが，その個体の定義，集団の範囲は調査の

目的から象て正当なものであり，しかも調査実施

の面でも適確に把握できるものでなければなりま

せん。これが定まった上でいよいよ調査の実施と

いう段取りになるものですが，この際調査対象を
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がわれわれの着目する標識であり，調査項目であ

るわけであります。このⅣ．の個体に順次1番

からⅣ番までの番号をうち，第Z番目の個体の

もつ標識を蝿とします。同じ邪に関する調査で

もいろいろあるわけですが，ここでは単に邪の平

均値を調べることにします。つまり前の例でいえ

ば年齢分布だとか平均寿命だとかでばなく，平均

年齢だけを調べるわけです。

もし今全体を調べることができたとすればわれ

われが求めたいものは

x={"(1)+"(2)十……-…+;｡#

＝÷喜沌）
であります。しかし全体がしらべられないので次

のような方法をとったとしたらどうなるでしょう

か？

まずはじめに河本の当りくじをもつN本のく

じを作り，その中から1本づつ引いていきます。

第1番目が「当り」であれば第1番目（はじめに

番号がつけてあることに注意）をとりだして調査

し，もし｢はずれ｣であればとりださない。第2番

目，第3番目と順次同じようにしていってⅣの

中から”だけを調べます。このようにすればN

．の個体はすべて公平に選ばれるセンスがあるこ

とに注意して下さい。また前回にやった確率の計

算問題の中の「くじ」の例題をもう一度やって桑

ることも大切です。このようにして謹まれたもの

の値を

邦1，蝿，妬3，．.……･…勿抑

としておきましょう。そしてこの”．の値の平均

値

尋=("!+",十"ゞ……+鰯繩)÷

＝-ﾕー全”‘
"f=i

を計算し，この覇をもってわれわれが求めようと

するXの代用品とするのです。

この場合覇はXとどんぴしゃり一致すること

はもちろんごくまれでそんなことはまずありえな

いと考えるべきでしょう。しかし，前に述べたよ

うな「くじ引き式｣抽出(これをランダムサンプリ

また経済の分野では別の調査法がよく行なわれ

ておりました。たとえば日本の鉄の生産高をしら

べる場合，八幡，富士，日本鋼管といった大手メ

ーカーだけを選ぶ方法で，生産高の大きいものか

ら順にとっていって，その残りの部分が十分小

さくなるようにするのであります。この場合の精

度はもちろん正しく評価できませんが，「この調

査のカバレージは約90％である」といった表現

で，一応の目安をつけておりました｡この調査法

も標準地法と同じく，単目的（調査項目が一つ）

の場合だけに限って利用されますが，やはり誤差

の程度があやふやであるために現在では使われな

くなりました。

これら二つの方法に代わって戦後よく利用され

だしたのがラン･ダムサンプリング法であります。

この方法は精度が客観的に把握でき，しかも多目

的調査(調査項目がたくさんある場合)にも使えま

すので非常に便利であり菫す。この方法は大変新

しいもののように一般には思われておりますが，

実は明治時代にすでに日本においても使われたこ

とがあります｡しかしランダムサンプリング法(略

してサンプリングという人もありますが，正しい

いい方ではない）は確率論をよく理解していない

とその理論がわからないために，日本においては

その後ほとんど忘れられてしまい，上記のような

素人わかりのする方法が流行したものと思われま

す。一方米国においては戦時中サンプリングの方

法が各方面でいろいろと利用され，その理論も大

いに発展しました。

さて，これからそのランダムサンプリング法と

いうものをお話ししていくのでありますが，この

方法を一口でいうと「調査対象の集団の性質をで

きるだけうまく表現しているような標本を作り，

その表現の精度を確率論によって評価できるよう

にする方法」と考えればよいでしょう。

サンプリング法のうち，まず最も簡単なものか

ら説明していきます。

今，ここに全体でⅣ．の個体からなる集団に

ついて調査するとします。そして各個体にはそれ

ぞれ一つの標識がついているとしましょう。たと

えばN人の人間がいて，この集団について年齢

の調査をするというような場合です。つまり年齢
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ングという）を行なえば海はXの代用品として

なかなかうまい性質をもっていることが証明でき

ます。

その第1はあの期待値に関する性質でありま

す。覇はXと一致することはごくまれでありま

すが，常に房がXより大きな値をもつとか，ま

たは逆に小さな値をもつといったことはないので

す。もしかりにⅣ．の個体の中からランダムに

伽．を抽出してその平均値茄を計算するという操

作を何回も繰り返えして行なったと考えて象まし

よう。そうすると時により覇はXより大きくで

たり小さくでたりしますが，それらのあの平均

値(これを期待値という）はXと一致するという

性質があります。つまり1回目の調査の値を易(1)

2回目を忍(2)，〃回目のを壷("）とすると

x識÷善(り
という意味まです。ここで〃”というのは虎回

吟”

の調査で得られたん。のあの平均をたが無限回

（非常に多くの回数と考えてもよい）のところで

考えるという意味であります。これはまた次のよ

うに表現することもできます。

今，ある確率変数yがあり,j'はそれぞれyl,

j'2,y3……,y尺という〃．の値をとりうるもの

とし,yがy#なる値をとる確率を丸で表わし

ます。このときyの期待値をE(y)とすれば期

待値は

淀

E(y)=Z)Ay<罫

で定義されます。E(J')という記号は期待値の英

"eXpectationからとられたものであり童す。こ

の記号を使って前のことを書き表わすと，

E(")=X

となります。これば平均的にみて歪暴がないこと

を示し，統計ではアンバイアス(unbias)である

といういい方をします。

あのもつ第2の性質はあの分散と分布の型に関

するものです。あの分散ぴ澱2つまり

ぴ錘2=E(万一X)2

は

｡Ⅳ一〃ぴ鐘g

‘"~＝乖冒r~諏一

となります。ここで
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ぴ鯨．.＝＝ ("!-X)2

であります。そしてこの霧の分布はⅣとれが十

分大きく，しかも"/"それほど大きくなければ

平均が房，分散がぴ琴璽のガウス分布をなすことが

証明できます。

以上覇に関する二つの性質を利用してXの推

定値あの誤差を評価するのでありますが，その詳

しいことは次回にゆずることにいたしましょう。

（つづく）
恥
堂

四国内森林生産の増強に努め，外材輸入についてはこ

れを弾力的に指導して木材需給の調整と価格の安定に

努めること。

五林業労側者に対しては，労働法規に基づく保護及び

各種社会保障の諸権利を速やかに享受できるよう雇用

の安定労働条件の改善等その実現に努めること。

六林政審議会の委員に，林業経営者，林業労働者等広

く各界より権威者の参加を求め，法の適正，円滑な運

用がより一層可能となるよう配慮すること。

七本法施行に伴い必要な関理立法の早期実現に努める

とともに，関係法を速やかに整備すること。

右決議する。

昭和参拾九年七月九日法律第百六拾壱号（公布施行）

林業基本法

P.33の続き

拡充と造林の推進については国庫負担及び補助率の引

上，貸付条件の改善並びに予算及び融資の飛躍的増大

等特段の措置を識ずること。

二国有林野事業の運営に当たっては，特に地元産業の

振興と地元注民の福祉の向上に留意し，山村地域の振

興に貢献するよう努めること。

三民有林業並びに木材産業の振興のため，更に積極的

な施策を識ずるとともに，これに対応する行政機構の

整備改善を行なうこと。
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〔沼田営林署長〕

君曠県利根郡路図
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周囲を山に囲まれた沼田市全撒

1．木材産地としての利根，沼田の立地条件

東京の西北，関東平野のつきるところに赤城山が雄大

な裾野を引いている。国鉄上越線は濁IIで長野原線と分

殿窃私

野

岐してさらに北上する。沼田市は，ここから約20km,ち

ょうど赤城山の北面に位して，利根の清流をのぞむ段丘

上にある。したがって，ここ利根沼田地方は関東には属

するが決して関東平野には属していない。この地域の北

および西には至仏，燧，日光白根等の奥日光の連山と，

谷川，三国等上越国境の山煮とがびょうぷをめく・らして

裏日本と鏡をなしている。したがって，気候的にも関東

平野のドライさと裏日本のウエットさとの中間的な性格

を帯びている。ここまで来ると群馬名物のカラッ風や，

雷公もあまり訪れはしない。そして東京が不快指数で悩

んでいるときも，ここでは爽かな風が吹いている。一方

裏日本が豪雪に見舞われているときも，ここは適度なス

キーコンディシ言ンである。このような地理的環境が，

この地方にきわめて日本的でデリケートな四季の変化を

もたらしているものと思われるのである。周囲を山にか

こまれたこの利根郡は，その全面綴の80影が森林に覆わ

れている。その森林の上笥晦抜1500～2000m付近はダケ

モミ，コメツガ，アオモリトドマツ’シラベ等の亜寒帯

性の植生に占有され，中部,000～1500m前後ではブナ，

ミズナラを主とした広葉樹天然生林が広く分布する。下

部1000m以下でば低山性のコナラ，カシワ，クリ等の広

葉樹林が主体となる。そしてまたこの下部には人工造林

地が広く存在する。

この利根郡では山林面積が多いうえに，国有林の占め

る比率がきわめて高い。また霊祇的にみても人工林，天

然林ともに国有林の比重力;高く，ヒノキ，カラマツ，ブ

ナ，ナラ等ではその大部が国有林に存在する。天然生の

モミ絵の他金嘩樹が民有林に多いのは，奥日光地区に電

力，製紙等の大会社所有の山林が大面祇に存在するから

である。このような林業地をひかえる利根郡の年間の木

材生産璽（用材）は次のようである。

昭和38年，数量は丸太換算，単位：千m3

､14ョ
畠
’
一

区|国有林|民有林｜計｜影地

沼田

泉夜幣
計
影

71

22

64

157

67％ 影

７
７
３
７
３

６
７
５

138

29

67

234

59

12

29

100％

ノ

国有林材の生産比率が67影と比較的商く，特に広葉樹

の用材に関しては100％国有林依存といっても過言では

ない。次に天然林の蓄積のうち薪炭材を主とする広葉樹

が45影を占めているという点はこの地方における農山村

にとっても重要な意味をもっている。

利根郡における農家戸数の約75影は兼業を主とする農

－．18－
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家であり，その艇業外収入の50影以上を製薪，製炭，チ

ップ刺生産および林業被用労賃に頼っている。そして群

馬県の統計によると薪，木炭の生産量は加速度的に減少

している。木炭にあっては昭和38年には昭和32年の半分

2万トンを．下向り，製炭世帯の脱落が急速に進行してい

る。一方国有林の地元慣行特売による薪炭原木の販売量

ほ用材の増伐に伴って，むしろ増加する傾向にある。こ

のことば当然に低質材（チップ材）生産の増大をもたら

しているものと考えてよい。チップ°材の流通は複雑であ

るが，その大部はパルプ各社の系列的下請業者が集荷に

当っていると見てよい。このような低質広葉樹の需要構

造の変化ほパルプ業界の設備投資の抑制一パルプ原料

のチップ°依存率の上昇一という気運にあって一層拍車

をかけられた形である。パルプ各社のチップ依存度が高

まるにつれて従来，主として行なってきた製材の廃材チ

ップの承では不足をきたし原木チップの重要性がまして

きた。したがって地元製材業界においてもチッパー設備

をもつものが次第に増加しつつある。

2．製材産地としての沼田の立地的性格

木材生産地としての立地条件下にあって，利根郡の製

材工業は当然に，この地域における最大の産業たらざる

をえない。したがって，その製材工業の性格は，いうま

でもなく（木材）産地鯛才ということになる。運搬方法

が未発達であり，また道路も不完全だった時代には木材

工業は常に山元においてしか発達しえなかった。今日で

に，その事情はずい分変化はしているが，重量物を対象

とし，製材という加工度の低いエ業においては，この工

場立地を根本的に変革するまでにいたってばない。ここ

沼田市は利根郡における政治，経済の中心であり農産物

の集散地でもある。蝿ｵ･工業も例外ではなく，郡下の製

材工場の80％が沼田市に集中している。しかし原木供給

源としての利根郡一円から沼田市だけを切離しても意味

がないし，一方，木材市況面からは沼田市がその代表的

性絡をもっているので，ここでは利荊瀬棚の製材工業全般

について沼田という表現で以下筆を進めることとする。

沼田の製材工業の特色として産地製材ということを述

べたが，その後背地に関東地方における最大の広葉樹の

豊庫をもっていることは特記すべき事項であろう。もと

もとこの地域においては針葉樹は民有林が主に生産し，

国有林は広葉樹生産が主体であった。戦前から戦後数年

にわたって国有林は，奥地天然林の開発に主眼をおいて

きた。そして当時は広葉樹用材の普及に非常に苦心し

た。奥地林道の延長も少なく，生産手段もまた手鋸，木

馬出しの幼稚な方法しかなく，伐採後搬出までに半年も

かかる状態でば，ブナ材の腐朽が製品の価値を極度に低

めたので，この普及はいうべくしてなかなか実を結ばな

かった。ブナ材の利用が進み始めたのは昭和27年頃から

であり，現在では，それは貴重材の部類に属するように

なったのは今昔の感が深い。奥地林道はようやく利根の

源流にまで延び，全幹集材による素材生産は，鮮度の良

いブナ材を市場に送り出せるようになった。今，水上営

林署管内で完成を急がれている八木沢ダムの水没地域に

おける，ブナを主とする広葉樹は約56,000m3で，これ

が2年間に搬出されるため，地元，広葉樹製材業界の大

きな支えとなっていることは見逃せない。しかし，昭和

30年以降特に54～36年における木材価格の急騰現象以

後，国有林における生産の主体は針葉樹に移行してき

た。56年には木材価格安定対策のための増伐が行なわ

れ，また昭和57年以降に生じた木材価格の低迷,外材イン

パクトによる市況の軟化は必然的に国有林特別会計の収

支の悪化をもたらし，その意味における木材増産計画が

また，国有林の人工林針葉樹重点主義に拍車をかけた。

このような事情から，沼田製材業界が針葉樹依存度を高

めたものといえよう。昭和54年頃か･ら急速に増大した外

材の輸入は，表日本と裏日本の腹背からこの地域にも影

響を及ぼしてきつつある。しかしこの地域は，ちょうど

日本の内陸部に当たっているため，昭和37年頃までは，

これら外材の影響は比較的少なかったといってよい。

合板工場においては以前から南洋材の利用は進んでい

たが’一般製材工場において米材，北洋材が利用され始

めたのはほとんど昭和38年からである。しかし昨年度は

その消費量は全体の9％に過ぎなかった。しかもそれは

ほとんど南洋材であり，国産材との競合はまだぼとんど

見られなかった。それが影響力をもち始めたのは今年度

に入ってからである。すなわち国産針葉樹と競合する米

材，北洋材の流入が始まっている。昭和34年頃から急速

に進んだ製材設備の合理化にともなって，原木消費量は

増加したが，その能力に及ぶほど，地元の木材生産量が

増加していないことが資材難という現象をもたらしてい

る。資金面においても外材の取引条件が国産材より有利

という状況下にあっては，いくら内陸部であり，運賃が

かかるといってもその流入をくい止めるわけにはいかな

い。昭和39年には，外材が沼田の総消費量に占める率ば

おそらく15％以上となることが予想されている。しか

し，この地域における外材の製材品ば地元消費に向けら

れるものが大部分である。それは再び運賃をかげて東京

へ出しても到底京浜地区の製品と太刀打できないことが

明らかであるからである。

外材の消費はエ場操業用つなぎ資材としての意味の方

が深く，それによって拡大生産をすることはあまり期待
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できない。したがってその消蟹率も20％程度が限度では

ないかというのが地元業界の予測である。外材等原木で

この地域に搬入するのは運霞コストの上昇という面でマ

イナスがあるが，一方産地製材としては大消饗地に比較

的近いことが製品輸送

して一般の景気が立直るとともに木材価格の上昇期に入

った。そして業界もにわかに活発となりその数も急激に

増加し，20工場をこえるに至った。木材価格の臘勢はそ

の後も引続きろ2年以降神武，岩戸景気といういわゆる高

度成長経済時代を迎えるに至って，その数は郡部を合わ

せると40工場にも増加し，旧来の工場も設備の拡張と近

代化に走るようになった。資材に対する顧慮も競争の前

には，あまり深く臆追及されなかった。そしてその設附

の拡張が終った昭和36年頃から木材価絡の軟化が始まっ

たのは一つの悲劇であるかも知れない。そして後には過

当競争という業界の深刻な悩段が残されたのである。

ロ製材工場の概要

昭和38年末の沼田地方の業態別の工場数総馬力および

年間素材消費量ば次のとおりである。（）は廃材チッ

プで一般製材工場に併設されたもの。

には益している。東京

まで鉄道で二時間，自

動車で四時間という立

地条件は市況に即応し

た受注生産を可能なら

しめている。オリンピ

ックを控えて建設資

材，特にパネル材，土

木工事用矢板，杭材等

の輸送が多い。襲蛎品

を満載したトラックは

0

＝

汐

一

実態別|エ場数|馬力数篭幣蔦
深夜沼田の工場を出発して朝には辮要者または木材市場

に届けられあ。また製材品輸送ではないが，今回の新潟

地震に際しては国有林の災害復旧用材の緊急輸送が沼田

営林署の貯木場を基地とし，国道17号線を動脈として新

潟市内にピストン輸送されたことは産地の強味を発椰し

たものといってよい。

3．沼田製材業界の概要

イ沼田製材業界発展の歴史

大正九年，利御llのぼとり，現在の沼田市薄梱IIJ.に一

軒の水車を動力とする製材工場が出現した。大正15年に

はこれが四軒に増加したが，それとて通年的に鋸を回し

ていたのではなかった。農繁期になると建築の仕事がな

くなり,夏は職工がもっぱら昼寝をして過ごしたという。

当時の木材運搬はもつ減ら山地では手車で県道に出ると

牛馬車で工場に搬入した。したがって伐り出す山は，ほ

んの部落周辺に過ぎなかった。昭和の初め，上越線が開

通し，沼田にもやっと文明の光がさし始めた頃，文明の

利器，帯鋸が導入され，各所で製材が始められた。当時

針葉樹は板，柱等の建築材のゑであり，広葉樹はわずか

に下駄材としてしか利用されなかった。昭和15年頃にな

って国有林で広葉樹の登源に蒲目し，官行砺伐（直営生

産）が開始され，官行製材所を建てて，ブナ材の床板を

生産し，その普及にのり出したが，民間ではまだ広葉樹

を挽くものもなく，その数は増加したといってもまだ10

軒位であった。昭和16年に太平洋戦争に突入し，木材統

制令が布かれ，山元では軍濡用材の生産に追われた。戦

後それが戦災復興用材に切り替えられたとはいえ，木材

価格は低迷し，昭和24年頃は業界にとっては全く暗い時

代であった。しかるに昭和25年の朝鮮事変をきっかけと

一般製材

合板

木エ

チツプ

合計

2,165kw

258

283

262(49）

2,966(49）

129,279m1

13，406

10,747

（1,840）
16，050

（1,840）
169,462

42

1

7

3（5）

55（5）

またこれを馬力規模別にゑると次のとおりである。
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工場の年間素材消費量別に象ると次のとおりである。
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水素綾消費量|沼田管内’
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3，000～5,0006

5,000～7,00014

柵尋鯉'｜‘；

野
１
２
１
３
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９

夜月

また，この地区の製材業者は同時に素材の生産能力を

もつものが多い。これは素材等から蝿オエ場を併設する

ようになったものが多いからであろう。これらの製材業

者のもつ伐採搬出施設は次頁左上表のとおりである。チ

ェンソーはエ場所有のものであり，実際に伐採する場合

にはこの他に作業員個人持のチェンソーも相当使用され
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出20％，東京市場40％，群馬県内20％，新潟20%となっ

ている。次に製材エ場から発展した近代的工場として異

色があるのはテレビキャビネット生産からテレビ受像機

組立にいたる一貫生産を行なっているオリエント工芸株

式会社である。昭和25年に製材工場として創立した東洋

工業株式会社はその木工部門の一部を独立させ昭和35年
からテレビキャビネットの製作を開始し，オリエント工

芸株式会社を設立した。テレビキャビネットにはラワン

合板およびこの地域から産するカツラ材を使用してい

る。またラワン合板の表面を化粧する新建材トヨライ1、

を開発し，高級キャビネットをこれによって組立ててい

る。キャビネットの製作から，さらに発展し，昭和36年

以降は一流電気器具メーカーの下請エ場として受像機の

組立を開始した。生産台数はテレビキャビネット月産

20,000台，受像機月産17,500台で従業員約400名を擁

し，完全なベルトコンベアシステムのもとに近代的工場

として発展しつつある。

4．沼田製材業界の将来の方向

建築様式の変化，建設用材の木材以外への依存度の向

上等，木材の需要構造の変化は最近とみにその進度を霞

している。また外材の影響によって木材の流通，消費機

織は大きくゆれ動きつつある。このような情勢のなかに

あつぇ，資材の給源を手近かにもっているということ

が，製材エ場の決定的な強味であるとはいえなくなって

きている。しかも，この地域の木材資源に対して，これ

を消費する工場数はあまりにも多い。一工場当たりの総

平均年間消費量はわずかに5,200m3にすぎないのであ
る。いわゆる原木高の製品安という市況の影響をうけ

て，これらの工場は満度の操業をしていない。このよう

な状況下にあってひたう-らに設備の近代化，合理化を行

なっても，たちまちに資材の入手と製品の販路の両面か

ら行き詰まりがくるのが目に見えている。この利根沼田

地域における産業的位置から見ても最高のウエイトをも

つ製荊エ業が沈滞することは，この地域全般の産業的沈

滞ということであり，なんとか打開策を打ち出さねばな

らない時期にきている。林業基本法の成立に伴って林業

林産行政の重点施策が打ち出される時も近い。沼田にあ

っても，その行政指導を望んでいるが，なんといっても

業界自体の体質改善によって，その振興を図らねばなら

ない。そしてその第一着手として共同目立工場の設立が

なされようとしている。製材協同組合による協業化の必

要性も内部から叫ばれつつあり，沼田の製鋼業界は，い

まいかに，その古い殻から脱皮するかについて苦悶して

いるというのが実態である。

垂
趨
聖
幅

施設名|沼田|月夜野｜

婁瀬|職索

水上|計’
7118

580

5

27 0．5

る。また，これらの製材工場が上記のような施設をもっ

て直営あるいは下請業者に貸付けて素材を生産する他

に，この地区には次に示すような工場をもたない予備軍

的な素材専門業者が多いことも一つの特徴である．う°そ

してこれらの業者は全般的には近代化されていない。

盲－房T悪函管内|月夜野|水上計簔菖

｜”廻糾伽．,唖凹垂蕊謙蓋
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ハ製材技術および製品の特色

沼田において生産される素材はきわめて多様で，針葉

樹では尾瀬地方や水上部内に産する天然生のモミ，アオ

モリトドマツ，ヒバ等,人工林から産するヒノキ，スギ，

カラマツ，アカマツであり，広葉樹ではブナを主として

ナラ，セン，ケヤキ，カエデ，クリ等その樹種は20種以上

にも及び，多種多様の材を用途に応じて挽いているのが

実情であり取り立てて特色のないのが特色といえよう。

広葉樹を専門とする合板エ場，木工業を除いて，一般製

材業については針葉樹広葉樹の完全専門工場といえるも

のはその･10％にも満たない。

二特色ある製材関運工場

この地域における約50の製材工場のうち特異な存在と

して合板工場とテレビキャビネット工場とがある。合板

工場とは長谷川ベニヤ株式会社であり，群馬県下唯一の

合板工場である。これは奥利根のブナの開発に着目して

昭和15年に創立され，ブナ単板によるチニスト製作に着

手し，インド，アフリカ向けの輸出に主力をそそいだ。

しかし当時，国内では広葉樹材に対する関心のうすい時

代で，その製品の販路開拓には非常な困難が伴った。し

かし戦後建築様式の変化や洋家具の普及にともなって，

ブナ合板の需要は急速に延び，今日では原料入手にむし

ろ追われるようになった。昭和53年頃から南洋材（ラワ

ン）の輸入が多くなり，一方，合板に適する良質のブナ

材の逼迫が表面化してきている。かつて広葉樹の販路の

開拓に当たり，そして産地としての強味を発揮したこの

ベニヤ工場が今日では，その原料の75％をラワン材に依

存するに至っている。その月間原木消費量1,800m3で

従業員112名を擁している。合板製品の主な仕向地は輪

ノ
仏

隼
＝

'
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ある。教授自身も言っておられるように，数年前までは

教授自身も，「育林経営も企業の範鴫に包括してとらえ

られるし，童たとらえるべきだと考え」ておられた一人

で，その「林業生産力論」には大いて教えられたが，そ

の一部にはひそかな反発を感じさせられていたのであ

る。その教授がどのような研究過程を経てここに到達さ

れたのか，まことに興味深い。素人が肌でだけ感じてモ

ヤモヤ胸にもっていた疑問を解明された過程をもっとよ

く知りたいと願う。教授はさらに前文につづけて，

「もし一般経済学を林業にとり入れて林業経営学を基礎

づけようとするのであれば，林業の概念を拡張して，素

材生産までを含めるべきである，というよりもさらに一

歩進んで素材生産業を中心とした林業経営学にする必要

がある。なぜなら素材生産業は企業であり，一般経済学

の武器や成果を利用できる。そしてこのような林業経営

経済学の体系においては，従来の育林経営は原料調達組

織の問題として，一般経営経済学の特殊部門たる品質管

理論や生産エ学の手法によって接近できるだろうし，こ

のように組立てることで,林業経営経済学の体系と,一般

経営経済学の体系との違和感はなくなるだろう」と言っ

ておられる。この所説は育林経営の企業性確立というこ

とに疑問をもつ筆者にも筆者なりの理解ができる。これ

なら一般経営経済理論も通りそうに思う。華者はかねが

ね多くの人倉にいわれる林業経営の企業化とか近代化と

かいう言葉の無内容を悲しんでいる者の一人である。機

棚上とか雇用の近代化とか協業化とかによって，果して

いうところの経営の企業化が実現できるか疑問に思って

いる。資本主義経済の中で，一個の企業として発展して

いくためには，わが国の林業はその性桔を大きく変えて

いく必要があるのではなかろうかという考えを漠然とな

がらもっている。すなわち，林業経営は育林の枠を越え

て素材生産はもちろん，製材その他の加工，販売にまで

経営の幅を拡げることである。アメリカはじめ諸外国の

林業経営の例に象るように。これは明らかに現在取り上

げられている家族経営一協業化の方向とは逆に，大資本

による林地集中の方向を示す。だが筆者にほそれが本当

の林業近代化の道であるような気がする。こうなれば育

林経営は教授のいわれるように企業の中の原料調達の問

題となってしまう。その意味で教授が先に述べられた観

点からの林業経営経済学の展開を期待したいのだが，残

念なことに現在のところ，教授の林業経営学の研究は，

森林を単に企業の原料調達の問題としてとらえることで

はなく，森林を社会のため，人類のため，生物としてと

らえ，森林の役割とその扱いについての法則を明らかに

する方向を目ざしておられるという。

蕊耀 林業経営の

近代化瀧 談

〔元林業識習所長〕

淡谷忠一

今でほ大分下火になったが，ひと頃は林業に一般経済

学の理論を適用して，林業経営がいかに前近代的で非企

業的であるかを分析して見せ，林業が現代の社会経済に

対応する道として，企業的経営への脱皮を要求すること

が大はやりであった。筆者はそれらの論文を読むたび

に，理論は理論としてわかる気もするが，既存の森林資

源を伐出する採取林業になら石炭産業と同じに経済学の

理論力遜用できるとしても，山ば経済理論通りに動いて

はくれないし動かせもしない。それに木を植える人間の

勤様は，企業的な意欲だけに支えられているものでない

のにという素朴な反発を禁ずることができなかった。

それがたまたま「林業経済」2月号の九大黒田教授の

論文を読んで胸のつかえが落ちたような気がした。教授

は言っておられる。

「われわれの経済学が一般経営経済学の仲間入りができ

ずにドイツ林学の伝統にそった組織づけになってしまっ

たり，一般経営経済学の林学への機械的適用や解釈に終

ってしまっているのはなぜだろうか。一般経営経済学や

経済学を林業に適用することによって，林業経営学を近
代科学として打ち立てようとする試象が成功していない

のはなぜだろうか。それは結局のところ，一般経営経済

学を林業に適用する場合に,､その対象をまちがえている

からではなかろうか。すなわち育林経営に一般経営経済

学の諸概念や手法を機械的に適用することは誤りではな

かろうかということである。というのは，もともと一般

軽済学ば企業の謹済学として生まれてきたものなのに，

育林径営は企業としてとらえることができないからであ

る。（その理由は）育林経営はその本質において利潤を

追求する資本ではなく利子生象資本的性格をもっている

からで，かく考えると，一般経営経済学をそのまま育林

経営の局面に当てはめて林業経営経済学あるいは林業経

営学をうち立てようとする試象は，その根本において認

識対象と適用の方法を誤っていると考えざるをえない」

以上は筆者なりに読象取った一部分の文意であるが，

筆者の胸のつかえをおろしてくれたのほ「育林経営は企

業としてとらえることができない」という教授の認識で

卓
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、
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かねて文献交換をしていた。

午前中に教室を見為。建物は全く近代的な新しい建物

で，設備もよく行きとどいていた。

着いた日の午後は教室の裏腫ある植物園を見学した。

面種は北大植物園の半分く・らい。樹木園，高山植物園，

草本分科園，花壇，温室などに分かれる。ゆっくりとそ

れらの観察と撮影にかかったが，温室が一番見事だっ

た。そしてその後で図書室で文献をあさった。

黄
へ

ゲッチンゲン(G6ttingen)

ハンミュンデンの林業大学の厚遇を受けてから，ショ

ーパー教授は，クルマで私をゲッチンゲン大学の植物学

教室まで送ってくれた。

ゲッチンゲンは思ったより小さな都市だった。しかし

人口の2割が学生という，しっとりおちついたドイツの

学都であり，それにふさわしいぃ環境を持っていた。

この植物学教室は生態学では有名な教室で，植物地理

学方面で画期的著齋，生理学の上に立つ植物地理学を出

大学温室のコチ重ウラン

ゲッチンゲンは1泊の予定だったが，ボイク博士がハ

ルツの湿原を案内しようというので，2泊することにL.

た。なおゲッチンゲンを去る日には，午前中2時間ばか

り「北日本の植生」の講演をした。ゑんなが大変よく聞

いてくれて婚しかった。

ハルツ(Harz)ゲッチンゲンの東方の山岳地ハルツ

は健康的なレクリエーションを対象とする観光地であ

り，森林でも有名なところで，ことに欧州1､ウヒやアカ

マツの良林がよく知られている。私は一度ば森林を対象

としてショーバー教授に案内され，一度はポイク博士に

山上の湿原を見せてもらった。

森林10月6日ショーバー教授は約束通り8時に一

人の森林官をのせて，カーを持ってきて‘くれた。その日

の行程は約240キロとのこと。ハンミュンデンの街をは

諾
r一‐

』

ゲッチンゲン大学織吻学教室

したシンパー(Prof.Schimper)もこの謝受であった。

主任はフィブラス教授(Prof・Fibras)で，中欧燕淋史

[WaldgFschichteEuropasI.(1949)in.(1952)]の著

者として知られている。ここでは若い生態学者であり，

花粉研究をやっているポイク博士(Dr・Beug)が私を待

っていてくれた。、巍受が入院中で，よろしくと申され

ていました、と興建な挨拶を受ける。Prof.Fibrasとは 営林支所（ベステルホフ）
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ずれてハンブルク街道のアウトバーンに刷ると，北東に

向った。森林と紗馳がモザイクに配置されたゆるい丘陵

地のような低い山岳地帯をグングンとばす。1時間ばか

りの後’東に折れて田舎道に入る。なんとも静かな村女

を通って，ベステルホフ(Westerhof)という部落に着

いた。ここに国有林関係のハノバア(Hannova)の支所

力錨る。写真に示すような3人の方腫迎えられた。一休

承の時間を利用してカメラを肩に部落を歩く。牛乳縦が

台の上にチョコンとのっていたり，脊戸にまわると年老

いた人達が取入れの後始末をしていたり，ほつかりと心

暖まる山村であった。

この部落から遠くもない海抜300mく,らいの山に入っ

て，欧州トウヒ林を見る。このあたりは欧州トウヒの生

長とよき生育型をもって有名なところである。初めのう

ちは中欧とスカンジナビアから種子が導入された。そし

て最も巨樹が集まっている小林分を見せてくれた。この

部分では7本ばかりが風で倒れたそうだが，最も大なる

現存樹は棚高50m,胸高直径110cm,杉林に入ったよう

な感じであった。これも選抜努力の賜物らしい。なおこ

の付近で見た欧州ブナ天然林は樹齢200年を越している

~5xnの2種のカラマツが道の両側に並んでいた。やや

低く黄葉していた一群が日本のカラマツ，他が欧州カラ

マツ･ラインハルツバルトで見た結果とドンピシャリ。

なお私達は山中の快走を続け，ドイツの人造湖中，最高

地点にあるダムに出た。欧州トウヒの単純林に囲まれ

て，今では全く自然の湖水のようである。ここで森林官

らしい5人に出迎えられた。緑色の服，緑色のワイシャ

ツ，緑色のネクタイ，そして緑色のハットをかぶり，ハ

"1'の後部に鹿の首毛がついている。学生時代に聞いて

いた通りの緑ずくめの山官スタイルである。その中に林

業大学のプヨフニッサーがいたのには驚いた。

一息もつかず，打ちつれて欧州トウヒの純林に向う。

西独中部の東方山岳地常では400～|600mをブナ林帯と考

えているようである。もうここは純粋のハルツ(Harz)

で針葉樹林帯である。まず欧州トウヒーコメススキ群落

から観察を始め，次ぎに撫育を受けた異齢林的な欧州ト

ウヒの林に入った。林床は欧州クロウスで(Vaccmium

Mytirus)に占められたハも'""@s型である。そして樹

高の高い一群の中で示された測定値を記しておこう。

基岩は花岡岩。年平均気温5.8｡C,成長期間(5月～

9月）の気温20.2｡C,年降水量1340mm(成長期間552

mm)
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このあたりでも1時間位の観察を続けた。熱心な識諭

が十分にくりかえされ，森林を知っているもの，森林を

愛するものの森林に対するこまやかな心づかいが，あら

ゆる点でうかがわれた。私は頭がさがった。そしてここ

でも森林にとけこんで，林業陣と大学の研究陣とのガチ

ッリとした結び付きをハッキリ見せられた。彼らは単な

る職名のつながりでなく，学と術との見事なコンビで，

フィルードと四つに取り組んでいる。彼らには肩番でな
一
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く，天職ともいいたい森林に対する情熱と誠実さがあ

る。臆んとうによいことであり，学ぶべきところだと思

った。これを見終ると，自動車道路にIIIIた。教授をまじ

えた5人の森林官は，挙手の礼をして，北に向いカーで
勺 ｰ …

姿を消した。

二人になって20分ば

欧州トウヒの択伐林

かり走ってハルツの一中心プラウンラ

ーゲ(Braunlage)という村に入った。

これらの山中の部落は部落それぞれの

趣があっておもしろい。この部落でも

大きなTa皿eと呼ばれるホテルに入

った。この辺になると,1･ウヒFichte

それからまた別の試験地で80年生のオレゴンパイン造

林地を見て，その造林技術に感心した。かつて札幌で，

ある林業技術者はオレゴンパインの北海道に不可能なる

ことを述べたが，苦労もせず，ひろき実験なしの否定は

おりつば（？）といわざるをえない。自然の広い地理分

布域から，地方系の品種的考察をしっかりと基底におい

一一一~一幸鐘て,･霜害に注意しつつ実験をすすめてて,・霜害に注意しつつ実験をすすいて

いるのを見たが，このような結果をも

たらしたドイツ林業魂はさすがであ

る。

このあたりの谷にはナラ，カエデ，

シオジの属の仲間が，樹幹をならべ，

北日本とよく似た景観をしていた。木

の間を秋の休日を借む人達や，好重し

い老夫妻の散歩姿を見たりした。また

多くの人がひっそりとした谷間や高原

をステッキをふって歩いていた。なん

とぷんなが健康そうなことよ・バスに

乗って，歩くのを忘れたどこかのお

国，そして夜はお酒を飲んで，きまり

きった歌をうたう群。マージャンの

音。ジャズの騒音，ヌードの劇。自然

をゆっくり味わうなどということは古

くさい過去とレッテルをはられそうな

祖国の観光。中独の中秋，私はここに(ﾉ､ルツ）った。この辺になると,1･ウヒFichte欧州トウヒ造林地

とモミTanneという呼び名の間には厳密な

り
区別はつけていないらしい。野生の豚の焼い

たのと，森のキノコのご馳走になる。

午後は国境線近い道を走る。接近したとこ

ろでは30m先に歩哨の櫓が組まれていた。見

通しのよい稜線で，付近は牧場地帯であ為。

ただ1本の非情な針金線が，道に平行して，

野を長々とつづき，眼の前を走っていた。そ

れをくいいるように玖つめた時，人類は平和

を希うといわれるのに，厳しい現実が，私自

体を混迷の淵に投げ込んだ。

ある部落に立ちよって，年配の森林官の家

に寄った。この森林官は濃緑色の制服とグリ

ーンのハットをかぶった画からぬけでたよう

な森林官で，実に立派なアゴヒゲをはやして老副

いる。、典型的な老林務官スタイルですよ、と，微笑し

ながら教えてくれた。その人が先にカーで走って谷寄り

の豪壮な欧州トウヒ林を見た。その巨大なものは驚くべ

きことに樹高が51m,胸高直径は180cmにも達してい

た。

砦森林官（ﾉ､ルツ）欧州トウヒ精英樹

かつて祖国にもあった自然と人の素朴な交歓を見た。こ

の日の行程240km･

湿原再度のﾉ、ルツ行の機会がそれから一週間後に恵

まれた。8時30分，ポイク博士(Dr.Beug)がゲッチン

ケン大学植物学教室のカーを持って来てくれた。今日は
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連転手づきである。朝繍がかかっていたが，後には晴れ

た。

その日のFieldは石炭岩地帯にブナ林のある丘を越え

てHarzbergに直行。ゲッテンゲンの棄化東,50km,ハ

河畔の広葉樹（ハルツ）

ルツの山麓ジーベル(Sieber)という海抜約300mのと

ころから観察を始める。そこは銀山の跡で，草生の斜面

に，平地では見られない2種の高山植物があった。その

一つはわが国にもあるコバノツメクサで，これには鴬い

た。そこから10kmほどのぼるとセント．アンドレアス

ペルク(St.Andreasberg)という観光的な山中の集落

（海抜600m)に出た。約6kmばかり歩いて，欧州トウ

ヒの美しい林をまわる。見事な造林地である。それから

またカーに乗って,8kmばかり進承，海抜700mぐらい

の欧州イワノガリヤスにゆっくり腰を下ろし，森の匂の

する空気を吸いながら欧州トウヒの端正な林を見つつ，

ゆたかな真昼の陽を浴び，持参のサンドイッチを開い

た。食べ終ってからホテルに行ってシトロン．ソーダを

飲む。これだけ山に入ったのだから，水もうまかろうと

その後で水を所望した。冷たくて，サラリとした山の味

をもつう童い水だ？た。ボーイにぼめたら水はそんなに

よくないとのご挨拶。

そこからそう遠くもない欧州トウヒにかこまれた湿原

を2個所見てきた。植物凝観は両方ともよく似ていた。

欧州トウヒと湿原の関係が，アカエゾマツのそれと，と

てもよく似ていて，私は天塩や大雪山麓の泥炭地を憶い

出した。そこから4kmもないゆったりと憩っているよ

うな山の稜線(1100m級),その最高点には建物が見え

た。そこはもう国境で，その建物はソ連の管轄下であ

1

る。泥炭地はすっかり狐色になって，秋も深かった。湿

原は主としてミネハリイからなり，周辺が，欧州ヌマガ

ヤで占めらられ，それらの住象わけは色わけされて､、

た･ミネハリイと共にミズゴケ群落が発達し，水蕊の中

｡‐~ザF…

湿原上と周縁のアカエゾマツ（ハルツ）

にはわれわれともなじ難深いヒメシャクナゲ，ツルコケ

モモ’ガンコウラン，クロマメノキなどがあった。高位

泥炭の上にはヤチシンコ型の鍾性（樹高1.5m以下）の

欧州トウヒがあり，泥炭地周縁には高木（樹高,2～15

Xn,胸高直径20～30cm)からなる欧州トウヒ林があり、

その下にはここでも欧州クロウスゴが優占していた。

湿原をわたる風もようやく冷たくなってきた。国境近

くというので，その風は心の一隅で旅のおもかげをも追

う身に一層し詮たのかもしれない。この湿原の真只中に

立って’ひとり物を思えば，なぜ，人達と人達が境を求一

めて国の権威をお互いに肩をいからしあっているのだろ

うか。この静か極まる自然に対し，人類文化の悲劇はこ

こでも私の心を深く蒲めた。、僕もポイクも敗戦国民、

しかし敗戦はどこかに片づけて，2人は科学の上にお互

いの肩をくんで湿原を歩いた。自然と科学するよろこび

をしん承りと味わう。4時過ぎるまでフィールドにいた

が，切りあげる時にはいささかうっすら寒かった。6時

過ぎゲッチンゲンに帰る｡､その夜ボイクがミー緒に晩飯

をしまし襲う、と家庭に誘ってくれた。野菜好きだとい

ったら，野菜を沢山出してくれた。トマト，ピーマン，

コールラピー，ジャガイモ。お米の入った烏のスープと

カツレツ。三つの坊やも待っていてくれたそうだが，7

時を過ぎたので寝てしまっていた。、日本の先生，お休

象なさい、といってベッドに入ったそうだ。9時半パス

で宿に帰る。それでゲッチンゲンの旅も終った。流浪す

る性をいつか身につけてしまった私だが，それにしても

「どこにも好い人がいるものだ」と感心した。こんな人

の世でも，つきせぬ心の泉は，どこにも湧いているらし

い。ただこの世へあらわれるのは，機縁のめく・りあわせ

ということになるのであろうか。
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は じめに

最近農山村における労力が著しく減少しており，林業

と農業の各種作業が季節的に競合するばかりでなく，労

力の配分も農業が主となり林業が従となる関係で林業の

育苗，育林などの各種作業がすべて遅れ勝ちになり，適

期に行なえば少ない労力で作業効果を高めることができ

るものであっても作業時期が遅れるにつれて多くの労力

を費やし作業効果を低下せしめ労力不足に逆行した結果

に終る場合が少なくない。

農林業における自家労力がすでに限界に達しており，

現在では雇用労力の約70影が高齢者で占めている実情か

らみて，今後は雇用労力の確保が次第に困難になり，特

に林業関係の雇用労力の確保が立地条件に阻まれ一層深

刻になることは当然予想されることであるから，林業関

係においては各種作業を省力化する方法を検討せねばな

らない段階になっている。

育苗，育林などの各種作業を省力化して労力不足に対

処するためには施業方法の改善，機械化などの方法があ

り，機械化については機械の持つ最大能力が発揮できる

施業方法を併せて検討せねばならない。

育苗事業においては苗木の掘取り，選苗，仮植，荷造

り出荷，地栫え，床替え，捕付けなどの各作業が季節的

に集中するため，一時的に多くの労力が必要であり，ま

た労力不足のため適期にせねばならない作業が遅れ勝ち

になる場合が多く，昭和55年に苗木の根切り，掘り起こ

播付け方法と

播付け機の考案

〔愛媛県林政課〕

曽我部墨

し装置を考案して労力を5分の1以上に節約することが

できたのであるが，昭和57年に綴付け方法と播付け機を

考案してきわめて少ない労力で短期間に播付けを完了せ

しめるよう実用化の域に達したので試作機の椴造，能力

の慨要を述べてゑる。

1．機械の簿造

ff)この播付け磯はスギ，ヒノキまたはこれに類する

小粒種子を幅1mの床に播付けるよう設計したもので，

穰体の重量は約70kg,幅長さともに1,200mm,主要部

分の高さ600mm,把手の先端まで900mmで二人操作用

となっており，婦人でも容易に使用することができる。

㈲主要部分は地均し板，鎖圧ローラー，播付け装

置，覆土板，峰圧ローラー，擶付澱調整装置，播付け延

長測定装置などで構成されている。

㈹地均し板は一応全刃型とレーキ型が考えられるが

試作機は全刃型を採用しており，あらまし地均しされた

床面をさらに仕上げ地均しするためのものである。

㈲鎮圧ローラーは金属製が適当と考えられるが工作

上の都合で木製にビニール塗装したものを使用しており

直径副8mm(周囲1,000mm),長さ1,000mmとし擁付

け部と覆土構成部を同時に形成する。

㈱綴付け装置はローラー方式を採用し，長さ1,000

Innl,直径102mmの揺付けローラーの回娠に応じて微

動回転調整装置によって正確に調整して単位面穣当たり

－27－
〆
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擁付け方法

面（覆土3～4mm)

■■■■b

るが，手押しの場合は最大50mが限度である。

したがって試作稜の播付け能力は手押しの場合では最

大速度30m,常時速度25m程度であるから1分間の播付

け面祇は最大24m2,常時20mgであり，常時の功程は，

人当たり10m2('地均し，鎮圧，播付け，覆土，軽圧まで

一元的に完了する）であり，また播付け作業終了と同時

に播付けした延長がわかるようにしてあるから播付け幅

（試作機は800mmとなっている）に延長を剰じて1床

面または全部の播付け実面積が簡単に計算できる仕組み

になっており’稚苗の生産量を計算するための実面蔽を

別に測定する労力もいらない訳である。

これに対して手播きの場合には作業員1人当たり1分

間の平均功程が0.6m2前後であるから播付け機は14|倍以

上の功程を示している。

の播付け型が決定されるが，播付け量が1Zn2当たり50~

600ccまで広い範囲の調整が可能である。またこれに付

属する種子容器の容量が約40‘であり，内部に種子の損

傷を防ぐ特殊装磁が施されており，下部に播付け幅を一

定（試作機は撫付け幅800mmとしてある）せしめると

ともに播付けの際に種子が風のため片寄ることがないよ

う調整板が取り付けてある。

㈲殺土装瞳ば床llW1,000mmの覆土が可能であり，

覆土を均等にするためゴム板を使用しており，覆土板の

上下位憧，角度を変えることによって覆土の厚さが自由

に調整できるようになっており，覆土と同時に播付けた

種子の接地条件をよくして発芽を促すために軽く鎮圧す

る峰圧ローラー（長さ1,000mm,直径3OOmm)が設け

られている。

〆

』
ー

おわりに

このように播付け機によって労力が大I幅に節減される

ばかりでなく，短期間に適期に播付けを完了せしめ為こ

とは育苗成績を高めるため特に大切なことであるが，播

付け機は他の苗畑作業機に比べて稼動日数がきわめて少

ないことが普及上の難点となるであろうが，大雛の播付

け，または集団，協業などの方法によって稼動日数を多

くして侭却期間を短縮することをあわせて考慮する必要

がある。

本機の櫛造はあらまし以上のとおりであり，操作につ

､､ては播付け床の両端における反転の都合を考慮して，

一応二人用手押機としているが，動力を利用して牽引ま

たはエンジンを塔戦して自走式にすることも容易にでき

る拙造になっている。また第1次試作の結果から象て特

に石礫の多い粘質土の播付け苗畑においては前記(こりの櫛

造を一部改める必要がある。

なお今回撚付け機を考案するに当たって前記の㈲㈲に

よる機械化に適した擬付け方法を新たに考案したことを

特につけ加えておく。

誤植訂正

つつしんで訂正しおわび申し上げます。

五月号P.51

第2表

2．試作機の能力功程

本機による播付け堂の調整限度は前に述べたとおり，

m2当たり50～600ccの広い範囲であり，播付け速度は

1分間に25m位までは播付け量に誤差が認められないが

30mを越え速度が大きくなるにつれ誤差が幾分あるが，

これは播付けローラーの定量溝型が影響するものである

から瀧型とその空積を改めることによって誤差を圧縮す

ることができる訳であるから，この誤差を縮めることに

よって高速化して播付け速度を倍加することも可能であ

〆
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苗畑における－出NIIW(-･J･り今

土壌線虫防除試験
〔棚倉営林署〕

知文雄和

供試薬剤等まえがき

林莱と線虫については近年になり注目されてきたが，

重だ未知の点が多く，今後の私たちの課題でもある。

以下は昭和38年度前橘営林局林業技術研究発表会資料

より愛読者皆様の参考になればと思いましてその要点を

取まとめてぷました。

私自身も線虫については不勉強の点がありますのでな

にとぞよろしくご批判とご教示をお願いいたします。

A.試験の方法

試験苗畑福島膿棚倉営林署南原苗畑

No.1処理方法

D-DE.D.BChloropicrinVS"

オガ堆肥

1m×2m2mg

No.1表のとおり

それぞ奴の表に記戦のとおり

3月26日より4月20日まで84.6mm

4月2日より15日まで5.2｡C～11.9oC

(地中10cm)

肥料は単肥て迩元法により設計

N-13.85PEO鮒－15.25K20-12209/m2

面積

処理方法

調査月日

降水量

地温

今

施肥量

－－

施業方法｜注入
↓

7

摘要
’ ガス抜まき付

月日月日

'4，5420
〃 〃

〃〃

〃〃

〃〃

厩別 供試薬剤名

注入悶蝿’
30cm×30cIn千鳥状

〃 〃

60cm×60cI､〃’

》
量
睡
》
恥
》
一

１
１

１
薬 |注入深’ 日

２－
４
″
″
″
″

月

D－D

E．D・B

Chloropicrin

VS3.lオガ屑堆肥

無処理区

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

｜

’
15cm

15cm

15cm

15cm混入

シールなし

〃

水封後ムシロ
でシール

’
B.結果I土壌線虫調査表(土壌3009中）昭58.10月新潟県林試分離計数

（擬料採取昭58.10.2分離方法CPM及びYM)
－－

寄生性線虫

区別

一

非寄生性線虫頭数｜苗木1本当りのPratylenchusの頭数

｜頭数類
、

種

Ｓｕ
Ｏ
ｎｃｎ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
ｙ蝋

ｕ
ｕ
ｕ

ｒ
ｒ
ｒ

Ｏ
０
０

１
．
，
．
、
ｄ
｜
伽

○
Ｏ

１
ｎ
９
ｎ

ｃ
ｃ

◆
。
■
凸
ｐ
ｄ
Ｕ
■

ｒ
ｒ
ｒ

Ｔ
Ｔ
ｒ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

６
０
０
四
泊
４
４

１
８１

1，452

486

1,230

1,I794

９。

０
５
０
０

、

13 3，078 0

－

Ⅱ根く．され率調査 調査面穣0.05ms

要

。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
凸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
９
由
■
■
■
■
Ⅱ
ｄ
１
１
ｑ
Ｕ
Ｏ
■
且
■
日
日
－
１
１
０

7 月16日調査

害率｜苗重
's.6104!
7．70.る6

7．50．57

16．90．17

29．20．2ろ

8月28日調査
区 別 燗

波害率 率
２
０
９
５
０

害
“
叩
ｗ
“
叩

毎
。
◆
●
①

被
１
１

苗重

’
｜
Ⅱ 根の先が褐色にくさっているものが多い

根の先が太くずんく．りして伸びない

新鮮な感じがし，色がよく先が伸びている

根全体がくろずんだ感じで先が太く伸びない

根の伸びがなくどことなくいじけた感じがする

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

０
６
０
一
○
７

心
●
●
■
●

２
１
２
０
０

１
１
１
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im：昭5811.1石～15掘取 線虫密度と被害については線虫の種類，土

壌環境等もあり，その関係は今後の課題であ

n(間引,根切りをした苗木）ろう。

諭割電枚数|TﾉRⅣ薬剤の副次的効果

Ⅲ．苗木
一＝

の成績調査面積0.05m’昭5811.1石～15掘取

塵”’
I(まき付したままの苗木)In(間引,根切りをした苗木）

枝数|TIR附嘉|蕊I

D-DおよびChlorol)icrin(塩素剤，土壌

煉蒸剤）区の苗木の上長成長がとくによかっ

た。(B-Ⅲ参照）

このことについては，殺線虫の効果は当然

であるが，線虫汚染のない畑でも同じように

生育することから，殺線虫剤が土壌中の微生

'.18.9

’2．2，
21ろ

6．4

8．7

０
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C.考察

I.消毒時の地温について

各薬剤には使用適温というものがあり,D-･D剤

(7｡C),E.DB剤(10｡C),Chlorol)icrm(15｡C)

共それぞれ異なる。とくにChloropicrinについては，

当苗畑での使用時は比較的低温度であり，薬害の心配

もあったが，苗木の生育にはほとんど支障が認められ

なかった。

殺線虫効果もB-I表からかなり象とめられる。

なお，消毒前の線虫棲息調査は種食の都合で間に合

わなかった。

Ⅱ、薬剤の選択効果

B-I表からED.B(ネマヒューム30)剤使用区

のTricodorusの数がCot区に比べ著しく多い。こ

れに比較しChloropicrm区からは検出されていない。

しかし非寄生性線虫はB区が少ない。このことは薬剤

の線虫に対する選択効果を示すものと判断され，とく

にTricodorusについては，ある日時を経過すると処

理前より多くなる場合もあるといわれている｡(D

またTylenchorhynchus"ED.B剤に弱いともい

われている｡“

Ⅲ、線虫密度と被害

被害苗根部の組織分離結果（新潟県林試）では，

Cot区からわずかにFusariumの検出があったがその

他の区からはなかった。このこととB-Ⅱ表とB-I表

の関連から，根ぐされの被害率と寄生性線虫の頭数が

比例している点からして，線虫と根ぐされについては

深い関係にあることがいえる。

しかし，被害率と線虫密度であるが，当苗畑土壌か

らの分離結果は多いとはいえないことから，ここで一

概に根ぐさればTricodorusと断定するのば早計であ

ろう。がB-Ⅱ表では寄生性線虫の数が10～20頭で|50

影，50頭以上で100影の根く・されにかかっている。

物の活動に影響を与えるためであると考えられてい

る。すなわち，殺線虫剤を土壌中に注入すると，硝酸

化成街の数が著しく減り，1カ月位すぎるとまたもと

に戻り，その後は次第に増え，むしろ注入前より多く

なる。これに対しアンモニヤ化成苗はその影響をうけ

ることが少ない。したがって施肥された窒素質肥料は

土壌消灘がされることによってアンモニヤ態窒素が多

くなり，硝酸態窒素が少なくなるが，硝酸化成苗の作

用によって次第に増え，窒素分の亡失が少なくなり，

苗木に吸収されやすい硝酸態窒素になって肥効力塙ま

るためといわれています。

V線虫防除の経済効果

苗木は一般農作物のようにその収壁等によって簡単

に比較することがむずかしい。

ここでは前にも述ぺたように薬剤の選択効果もある

ので，各区別に論ずるのは妥当性がないと思われるの

で全般的な見地から考察してみた。

D-DおよびChloropicrinの副次的効果について椎

すでに述べたところであるが，防除効果もあって得苗

率と山行率が著しく向上するので，単位当りにまき

付けられ，得苗した苗木を全部山行苗に養成する経識

を計算すると，無処理区を100とした場合A-77,B-

84,C-71影となる。

このことから線虫に汚染された苗畑では正しい知識

をもって線虫防除をすることは健苗饗成はもちろん，

生産価格の引下げ，それに線虫汚染の苗木を山出し，

または他の苗畑に出さぬように努めるために必要であ

ろう。

《
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一

■

皇
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1)日林誌196s福岡県林試時報No.16福岡県林試橋本枝師

2)日林会関東支部発表会196ろ新潟県林試阿部技師

／
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2前項の施策は，国土の保全その他森林の有する公益

的機能の確保及び地域の自然的経済的社会的諸条件を

考慮して講ずるものとする。

（国有林業の管理及び経営の事業）

第四条国は，前条第一項の施策を識ずるに当たって

は，国有林野の管理及び経営の事業について，その企

業I生の確保に必要な考慮を払いつつ，その適切な運営

を通じて当該施策の遂行に資し，とくに，圃有林野を

重要な林産物の持続的供給源としてその滞給及び価格

の安定に貢献させるとともに，奥地未開発林野の開発

等を促進して林業総生産の増大に寄与するほか，国有

林野の所在する地域における林業柵造の改轡に資する

ため積極的にその活用を図るようにするものとする。

2前項の場合に鈴いて，国土の保全その他公諦的織謄

を有する国有林業ついては，その機能が碓保されるよ

うに努めるものとし，その所在する地域における腱莱

構造の改善のためその他産業の振興又は住民の福祉の

向上のため用いることを必要かつ相当とする国有林野

については，これらの目的のため識極的に活用が図ら

れるように努めるものとすあ。

（地方公共団体の施策）

第五条地方公共団体は，国の施策に準じて施策を講ず

るように努めなければならない。

（財政上の措置等）

第六条政府は，第三条第一項の施策を実施するため必

要な法制上及び財政上の措置を識じなければならな

い。

2政府は，第三条第一項の施策を誰ずるに当たって

は，必要な資金の融通の適正円滑化を図らなければな

らない。

（林業従事者等の努力の助長）

第七条国及び地方公共団体は，第三条第一項及び第五

条の施策を講ずるに当たっては，林業従事者又は林業

に関する団体がする自主的な努力を助長することを旨

とするものとする。

（林野の所有者等の責務）

第八条林野の所有者又は林野を使用収益する権原を有

する者は，その林野が，農業上の利用その他林業の用

以外の適切な用途に供される場合を除くほか，林業の

生産基盤として効率的に利用されるように努めなけれ

ばならない。

（林業の動向に関すお年次報告等）

第九条政府は，毎年，国会に，林業の動向及び政府が

林業に関して講じた施策に関する報告を提出しなけれ

ぽならない。

叩マDWp1U・叩・祀・7『PWD．”PqOm001叩ロ『900”08叩榊叩･加9，”M●加｡』0●B『qO『、8FⅧ”01･O0c8m69QO9

林 業基本法
O0Gp0QlQ･OA&QDn4RbM“9“0伽加61，01，．00.卯.叩．叩.卵．叩.館．叩▲叩．ロﾛ｡。Q▲DB△fDmp･』R“21』恥、

第 一章総則

（法律の目的）

第一条この法律は，林業及びそのにない手としての林

業従事者が国民経済において果たすべき重要な使命に

かんが承，国民経済の成長発展と社会生活の進歩向上

に即応して，林業の発展と林業従事者の地位の向上を

図り，あわせて森林費源の確保及び国土の保全のた

め，林業に関する政策の目標を明らかにし，その目標

の達成に礎するための基本的な施策を示すことを目的

とする。

（政策の目標）

第二条|14の林業に関する政簸の目標は，国民経済の成

長発展と社会生活の進歩向上に即応して，林業の自然

的経済的社会的制約による不利を補正し，林業総生産

の増大を期するとともに，他産業との桔差が是正され

るように林業の生産性を向上することを目途として林

業の安定的な発展を図り，あわせて林業従事者の所得

を増大してその経済的社会的地位の向上に資すること

にあるものとする。

（国の施策）

第三条国は，前条の目標を達成するため，次の各号に

掲げる事項につき，その政策全般にわたり，必要な施

策を総合的に誠じなければならない。

一林産物の需要の動向に応ずるように林業生産を転

換する等林野の林業的利用の高度化を図ること。

二林業経営の規模群により類型的に区分される経営

形態の差異を考慮して，林地の集団化，機械化，小

規棋林業経営の規摸の拡大その他林地保有の合理化

及び林業経営の近代化（以下「林業幟造の改善」と

総称する｡）を図ること，

三林業技術の向上を図為こと。

四糾涯物の需給及び価絡の喪定並びに流通及び加工

の合理化を図ること。

五近代的な刺蒙経営を担当し，又は近代的な林業経

営に係る林業技術に従事するのにふさわしい者の養

成及び確保を図ること。

六ホ蝶労働に従事する者の編祉の向上，養成及び確

保を図乃こと。
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2政府は，毎年，前項の報告に係る林業の動向を考慮

して識じようとする施策を明らかにした文泌を作成

し，これを国会に提出しなければならない。

3政府は，前項の講じようとする施策を明らかにした

文譜を作成す為には，林政審議会の意見をきかなけれ

ばならない。

の共同事業の発達改善等必要な施策を講ずるものとす

る。

（林業技術の向上）

第十四条国嘩，林業技術の向上を図るため，技術の研

究及び開発の推進，その成果の普及等必要な施策を識

ずるものとする。

（林業構造改善事業の助成等）

第十五条国は，小規模林業経営の規模の拡大その他林

業経営の基盤の整備及び拡充，近代的な林業施設の導

入等林業機造の改善に関し必要な事業が総合的に行な

われるように指導及び助成を行なう等必要な施策を識

ずるものとする〃

第二章林業生産の増進及び林業構造の

改善

（森林資源に関する基本計画及び林産物の滞給に関す

る長期の見通し）

第十条政府は，森林資源に関する基本計画並びに重要

な林職勿の僻要及び供給に関する長期の見通しをた

て，これを公表しなければならない。

2政府は，森林資源の状況，重要な林産物の辨給辨情

その他の経済事情等の変動により必要があるときは，

前項の基本計画及び長期見通しを改定するものとす

る。

5政府は，第一項の基本計画及び長期見通しをたて，

又はこれを改定するにば，林政審議会の意見をきかな

ければならない。

（林業生産に関する施策）

第十一条国は，林野の林業的利用の高度化を図るた

め，前条第一項の基本計画及び長期の見通しを参酌し

て，林通の開殺その他林業生産の基盤の蝋術及び開

発，優良種苗の確保，樹種又は林相の改良等の造林の

推進，機械の導入等必要な施策を識ずるものとする。

2国は，災害によって林業の再生産が阻害されること

を防止するとともに，林業経営の安定を図るため，災

篝による損失の合理的な補てん等必要な施策を識ずる

ものとする。

（林業経営の健全な発展）

第十二条岡は，林業経営を近代化してその健全な発展

を図るため，経営形態の整備，合理的な経営方法の導

入，資本装附の増大等必要な施策を誰ずるとともに薊

'1観棋林業経営の規模の拡大に資する方縦として，林

地の取得の円滑化，分収造林の促進，国有林野につい

ての部分林の設定の推進，入会権に係る林野について

の権利関係の近代化等必要な施策を識ずるものとす

る。

（協業の促進）

第十三条国は，林業生産の合理化を図って林業経営の

発展に賛するため，生産行程についての協業を促進す

る方策として，森林組合等による林業の施薬又は経営

第三章林産物の需給及び価格の安定等

（林産物の需給及び価格に関する施策）

第十六条国は，重要な林産物について，需給及び価絡

の安定を図るため，素材生産の円滑化，出荷の調整等

必要な施策を識ずるほか，外国産の木材について輸入

の適正円滑化等必要な施策を誰ずるものとする。

（林産物の流通及び加工に関する施策）

第十七条国は，林産物の流通及び加工の合理化を図る

ため,森林組合,中小企業等協同組合等が行なう林産物

の販売，購買又は加エに関する事業の発達改善，林産

物の取引の麺t化等必要な施策を誰ずるものとする。

第四章林業従事者

（教育の事業の充実等）

第十八条国は，近代的な林業経営を担当し，又は近代

的な林業経営に係る林業技術に従事するのにふさわし

い者の養成及び確保を図るため，教育，研究及び普及

の事業の充実等必要な施策を講ずるものとする。

〔林業労働に関する施策）

第十九条国は，林業労働に従事する者の福祉の向上，

養成及び確保を図るため，就業の促進，雇用の安定，

労働条件の改善，社会保障の充実，職業訓練の事業の

充実等必要な施策を識ずるものとする。

第五章林業行政機関及び林業団体

帥k業行政に関する組織の整備等）

第二十条国及び地方公共団体は，第三条第一項及び第

五条の施策を識ずるにつき,相協力するとともに,行政

組織の整備及び行政運営の改善に努めるものとする。

C林業団体の整備）

第二十一条国は，林業の発展及び林業従事者の地位の

向上を図ることができるように，林業腱関する団体の
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整備につき必要な施策を識ずるものとする。

第六章林政審議会

（設置）

第二十二条総理府に，附属機関として，林政審議会

（以下「審議会_Iという。）を置く。

（権限）

第二十三条審議会は，この法律の規定によりその権限

に属させられた事項を処理するほか，内閣総理大臣又

は関係各大臣の箔問に応じ，この法律の施行に関する

電要事項を調査審議する。

2審議会は，前項に規定する事項に関し内閣総理大臣

．又は関係各大臣に意見を述べることができる。

（組織）

第二十四条審識会は，委員十五人以内で組織する。

2委員は，前条第一項に規定する率項に関し学識経験

のある者のうちから，内|淵総理大臣が任命する。

ろ委員は，非常勤とする。

（資料の提出等の要求）

第二十五条審識会は，その所掌事務を遂行するため必

要があると認めるときは，関係行政機関の長に対し，

資料の提仕I,意見の開陳，説明その他必要な協力を求

めることができる。

（庶務）

第二十六条審議会の庶務は，林野庁林政部において処

理する。

（委任規定）

第二十七条この法律に定めるものの臆か，審議会の組

織及び運営に関し必要な事項は，政令で定める。

附則

1この法律は，公布の日から施行する。ただし，第九

条第三項，第十条第三項，第六章及び次項の規定並び

に附則第三項中森林法（昭和二十六年法律第二百四十

九号･）第六十八条，第六十九条及び第七十一条を改め

る部分の規定は，昭和四十年四月一日から施行する。

2総鋤荷般樋法（昭和二-'一四年法律第百二十七号）の

一部を次のように改正する。

第十五条第一項の表中

林業基本法（昭和39年法律第
林政審議会号）の規定によりその権限に属せ

しめられた事項を行なうこと。
」

0

に改める。

3森林法の一部を次のように改正する。

第四条の見忠し中「林産物需給等に関する長期の見

通し及び」を削り，同第一項中「重要な林産物の需要

及び供給並びに森林費源の状況に関する長期の見通し

をたて，これに即し」を「林業埜本法（昭和39年法律

第161号）第十条第一項の基本計画及び長期の見通し

に即し」に改め，同条第三項中「第一項の長期の見通

し又は」を削り，同条第四項中「第一項の騨卿の見通

し若しくは」を削り，「これら」を「これ」に改め，

「全国森林計画に係るときにあっては」を削り，同条

第五項中「第一項の長期の見通し若しくは」を削り，

「これら」を「これ」に，「全国森林計画に係るときに

あっては当該計画」を「当該計画（変更の場合にあっ

ては，変更後の計画)」に改める。

第六十八条第二項中「森林に関する重要事項につい

て,」を「この法律又は他の法令の規定によりその権

限に属させられた事項を処理するほか，この法律の施

行に関する重要蕊項について」に改め，同条第三項中

「森林に関する重要事項」を「前項に規定する事項」

に改める。

第六十九条第二項を削り，同条第三項第一号中「-|

七人」を「一卜三人」に改め，同項第三号中「十人」を

「七人」に改め，同項を同条第二項とし，同条第四項

を同条第三項とし，同条第五項を削り，同条第六項中

「第三項第一号」を「第二項第一号」に改め，同項を

同条第四項とし，同条第七項を削り，同条第八項中

「及び臨時委員」を削り，同項を同条第五項とする。

第一上十一条第一項中「第六十九条第三項第一号」を

「第六十九条第二項第一号」に改める。

4この法律の施行の際現にたてられている改正前の森

林法第四条第一項の長期の見通しは，第十条第一項の

規定により最初に同項の埜本計画及び長期の見通しが

たてられるまでの間は，改正後同法第四条の規定の適

用については同条第一項に規定する林業継本法第十条

第一項の基本計画及び長期の見通しとぶなす。

林業基本法案(内閣提出)に対する附帯決議

政府は，林業基本法の実施に当たっては，次の事項に

関して遺憾なからしむくきである。

一森林資源の維持，開発の施策としての林道網の整備

（つづきは17ページに掲載）
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（1）林道開設の意義について。

（2）重力堰堤の安定条件について。

2．次の問題から2問を選び説明せよ。

（1）防風林の効果。

（2）重力堰堤の核点。

（3）土圧公式（ランキン氏）

（4）寒中コンクリート。

3．次の問題から5問を選び簡単に答えよ。

（1）土砂の息角。

（2）余盛。

（3）ヘヤピン曲線。

（4）犬走り。

（5）堆砂工。

(6)T.L

（7）限界流速。

（8）林道の最少曲線半径。

〔利用〕

1．次の4間中2問に答えよ。

（1）現在合板用材として色左な樹種が使用されてい

乃が，我国でば，針葉樹と広葉樹とでは何れが多

く使用されているか記せ。

（2）合板用材として輸入されている木材の代豪的棚

職名1を記せ。

（3）スギ丸太の最小径が5.75cm,最小径に直角な

径が60.2cm,丸太の長さが4.1mの丸太の材敬

を，「用材の日本農林規格」により算出せよ。

（4）木材の三大組成分の名称を記せ。

2．次の5問中の2問に答えよ。

（1）白炭と黒炭の製造方法で，最大の相違点1つを

あげよ。

（2）炭窯の排煙を利用して得られる製炭の副産物の

名称と，その用途を記せ。

（3）収炭率とは何か。

（4）黒炭と白炭では，収炭率は何れが高いか。また

ナラ，クヌギ，ザツを収炭率の高い順に左から記

せ。

（5）触媒剤を使用して製炭すれば，どのような効果

が得られるか。

5．次の間中の1間に答えよ。

（1）我国温帯山野に自生する植物中，古来より澱粉

採取に利用されているもの2種類あげよ。

（2）紫根染で有名な「ムラサキ」の開花率及び花の

色を記せ。

（3）我国の温帯の山野に自生する薬用になる草と樹

木の名称を各1を記せ。

、＠●⑬
●

昭和39年度岩手県

林業改良普及指導員

資格試験問題

〔造林〕

下記2問のうち，いずれか1間について書きなさい。

1人エ造林の意義および造林樹種の選定上とくに注

意を要する事項について述べなさい。

2．精英樹とはどのような樹木ですか，また，精英樹

の選定にあたってとくに，重要な事項について述べ

熊さい。

〔林政〕

1．次の5問のうち2間について簡単に記せ。

（1）入会林野。

（2）生産森森組合と施設森林組合の相違点。

（3）木材価格の所鰯単性値。

（4）部分林。

（5）共用林野。

2．次のろ間のうち1間について記せ。

（1）私有林の所有櫛造上経営性向の特色について。

（2）私有林業の経営改善について諸外国のとってい

る政策について知っていることがあれば記せ。

（3）岩手県の林業の振興上必要な政策の主なること

について記せ。

〔経営〕

1．次の問題のうち，いずれか1問に答えて下さい。

（1）本県民有林の現況とその特色について。

（2）本県林業の経営近代化方策について。

（3）経営計画をたてる場合の基本的な考え方につい

て。

2．次の用蔚のうち，3つを選んでその意味を簡単に

述べて~ドさい。

（1）標準伐期齢。

（2）林木期劉面。

（3）平均成長通。

（4）無立木地。

（51地位。

（6）森林計画区。

〔森林工学〕

1次の問題から1問を選び述べよ。
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ぎ じゅつ情報

は経営の近代化の面からかえって停滞的な要素が多い。

これに対1ﾉて，新進地は，交通条件の改善と，木材流通

面の発展とに関連して，新しい経営への萠芽（育林から

伐出販売までの一貫経営として）を見せている。

○木材炭火の基礎的研究里中聖一

北大礎演習林研報Vol.22.No2.1963.

ミズナラを1,100｡Cまで100｡Cきざ難に乾留し，木

炭･留出液･ガスの収避，木炭の諸性質，ガスの発生量と

組成などが，炭化温度の上昇.とともにどのように変化す

るかを総合的に明らかにし，つぎに北海道産75樹種につ

いて容積重ならびに木材分析を行ない，熱量と化学組成

の関係を明らかにし，さらに全刷の白炭67種，黒炭142

種を繁めて誌性質を調べ，相互の関連性を究明した。

○フサアカシア材の利用

林業試験場研究報告No.166,1964

フサアカシアの材質はとくに悪くはないが，狂い，落

込みなどからアカダモ，ブナより多少あつかいよい樹種

である。パーチクルボードには内層材とし，ファイバー

ボードにもよく，樹皮はタンニン材料にもなる。童た密

度の小さい欠点はあるが，硫酸塩法製紙パルプ原料とし

て十分使用できる見通しである。

翻画画電通冠3種画面冠3画面画c画電3画･函電画趣垣唾謹．錘､証型

林業に関する試験・研究報告は数多く発表さ

れているが，それらがすべて林業技術者の目に

ふれるわけではない。この欄は，実務になるべ

く関係のある研究を紹介して，読者が技術上の

問題点を深く掘り下げたい場合に参考文献のあ

りかを知り，また簡略ながら試験・研究の動向

を知る一助となれば幸いである。

○階層別に見た林業技術の実態調査(2)三井鼎三

39．4林野庁調査課刊

林業構造の改善ということが叫ばれている現在，林業

技術がどのような姿で経営にとり入れられているかを，

経営階層別の驚異に視点をおいて，調査研究したもので

（昭和58年6月報告された第1報の続き）調査地は，林

業先進地（智頭町）と新進地（広義の先進地帯に入るが

立ち遅れている地域で，十津川村）の2カ所をえらび，

いろいろの技術指標別に，数量化をばかっているのが特

徴。その結果，伝統的な慣行技術に依存している林業地

一一

、

ご燈室

落
葉
を
眺
め
て

け
や
き
の
森
に
囲
ま
れ
て
い
る
私
の
家
の
庭
に
は
、
本
年
も
も
う
毎
朝
、
け
や
き

の
葉
が
落
ち
て
き
て
そ
れ
を
集
め
て
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
て
き
た
。
朝

早
く
、
落
葉
を
掻
き
集
め
て
箒
の
目
を
た
て
た
庭
を
な
が
め
る
の
は
湯
あ
が
り
の
化

粧
姿
を
み
る
よ
う
に
消
禽
し
く
て
気
持
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
景
色
が

東
京
の
町
の
ま
ん
中
で
み
ら
れ
る
私
は
果
報
者
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

今
年
は
気
候
の
変
調
の
た
め
に
か
、
こ
の
落
葉
の
時
期
が
や
や
早
く
、
多
い
の
で
、

今
朝
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
、
こ
の
落
葉
の
問
題
を
考
え
て
象
た
が
、
そ

れ
は
濁
流
に
な
が
れ
為
舟
を
追
う
よ
う
な
も
の
で
、
限
り
の
な
い
夢
想
に
連
な
っ
て

く
る
が
、
ま
ず
そ
の
機
椛
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
葉
柄
の
つ
け
根
の
と
こ
ろ
の
離
層
組

織
の
発
達
状
態
に
よ
る
も
の
と
承
ら
れ
て
、
そ
の
遅
速
は
離
層
組
織
と
樹
幹
部
組
織

の
発
達
状
態
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
詳
し
く
は
各
葉
の
葉
茎
部
の
関
係
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
し
こ
う
し
て
、
そ
れ
を
葉
側
か
ら
離
れ

ば
、
ど
の
葉
も
葉
と
幹
と
の
関
係
に
制
約
さ
れ
て
い
て
、
葉
が
そ
の
本
来
の
役
目
を

果
し
て
し
ま
っ
て
消
え
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
い
た
っ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

こ
の
有
様
は
人
間
社
会
更
新
の
場
合
を
表
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
象
え
る
。

落
葉
で
箔
も
し
ろ
い
の
は
ス
ギ
で
、
ス
ギ
の
葉
は
葉
柄
が
な
く
て
、
節
の
な
い
植

物
で
あ
る
た
め
に
、
各
葉
の
茎
部
が
軸
内
に
陥
入
す
る
状
態
に
よ
っ
て
針
葉
内
の
栄

養
条
件
を
変
化
さ
せ
て
自
然
に
葉
を
衰
弱
さ
せ
て
枯
死
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
造
林
木

の
幹
で
は
三
’
四
年
生
枝
で
は
五
’
六
年
の
寿
命
で
あ
る
が
、
枝
の
年
齢
と
次
数
が

高
ま
る
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
早
生
よ
り
晩
生
の
も
の
が
高
い
。

先
年
、
岩
手
県
遠
野
の
耐
寒
性
の
強
い
も
の
を
調
べ
た
中
に
十
三
年
生
の
も
の
が
あ

る
の
も
認
め
た
が
、
大
体
は
七
’
八
年
生
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
年
春
福
島
県
金

山
町
の
ホ
ン
ナ
ス
ギ
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
平
均
八
’
九
年
生
で
、
十
三
年
生
の
も

の
も
か
な
り
あ
る
の
に
備
る
い
て
い
る
。
生
梁
の
着
生
期
間
が
長
け
れ
ば
、
葉
瞳
が

多
く
て
、
生
産
能
力
も
高
い
訳
で
あ
あ
。
こ
の
ほ
か
に
桃
洞
、
総
宿
、
鯵
ヶ
沢
な
ど

の
北
国
の
極
限
地
幣
の
ス
ギ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
蒲
葉
年
限
が
長
く
て
葉
や
幹
や

枝
に
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
雪
国
の
ス
ギ
は
こ
の
潜
葉
年
限
を
中
心
に
ぶ
て
も
お
も

し
ろ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
撫
い
て
い
る
と
、
庭
先
で
ク
イ
ナ
の
強
い
鳴
き
声

に
こ
の
静
か
な
夢
想
が
打
ち
破
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
時
間
も
、
頁
数
も
丁
度
い
い
と

こ
ろ
に
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
ら
で
錐
を
お
く
こ
と
に
し
て
、
つ
ぎ
に
何
か
の
機
会

が
あ
れ
ば
こ
の
夢
想
を
続
け
る
こ
と
と
し
よ
う
。
（
Ａ
・
Ｉ
生
）

学
窓

－35－、
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今森林航測編集委員会

7月10日午後2時から本会和室会

嬢室で開催。

出席者：堀，笠松，西尾，正木の各

委員と本会から成松，橘谷

◇常務理事佐藤大七郎氏渡欧

8月2日から11日までエジンバラ

で開催の国際植物学会に出朧し，そ

の他各地視察のため7月6日羽田を

たち9月1日帰朝の予定。

◇空中写真利用研修会に講師派遣

下記のような日程で本会航測指導

課長中曾根武夫を講師の一員として

派遣した。

宮崎県･･･6月15～20日

林野庁･･･6月24日

林業講習成・･7月1,2,5,13,15,16,

17,20,”,28,29日

鳥取県…7月6～10日

宮城県･･･7月22～24日

島根県…8月ろ～7日

◇松原専務宇都宮大で講議

7月6日から三Iﾖ間にわたり松原

専務は宇都宮大学で，航空写真測量

について講議を行なった。

一一ハーR－ベハーー～ 一

日林協林協事務局機構

‐総務課（林憲二）庶務，人事，会計

-噸蕊灘(緬谷桑)鑪隷等会誌図霧出版，
-業務課（田ノ本栄）企画，契約

-作業課（渡辺宏）森林調査，図化

-指導課（中曾根武夫）講習，指導，研究

-写真室（奥益美）写真複製

検査課（丸山正）鯖度分析および検査

総務部…
蝿当，松原専務）

測量指導部…
(担当，成松常務）

航測検査部……
(担当，石谷理事長）

、

垂

…

会喪について 支部会員数
〆

～－ヘーー

ゞ

’ 支部名
癖
詞
罐

昭39
5．31

現在

正会員年額600円(学生400円）

特別会員〃1,000円

（4月1日～翌年3月末）

正会員の会擬は，前期分について

ば，6月末までに，後期分について

は，12月末までにお納めいただくこ

とになっておりますので，よろしく

お願いします。

なお，転居の節は新，旧，住所を

お知らせ下さい。

支部名

８
８
８
。
）
４
０
７
４
２
ろ
０
５
８

２
０
５
１
４
５
１
１
７
一
○
６
５

１

’北海道大学
岩手〃
山形〃
宇都宮〃
新潟〃
東京〃
東京農工〃
東京教育〃
日本〃
東京艇業〃
静岡ル
信州〃
岐阜〃

名古屋大
三重
京都
京都府立
鳥取

島根農科
岡山

愛媛
高知
九州
宮崎
鹿児島
琉球

学
〃
〃
〃
〃

調
布
誕
配
ｗ
記
詔
弱
“
殖
切
“
鮨

２

Ｊ
Ｊ
ノ
ノ
Ｊ
１
ｊ
Ｊ

ｆ
ｌ
Ｉ
ｆ
＃
！
！
』

９
１

｜’

弓望
鯵編集室から。疑麓蝋霊舞鴛鑿
きました。東京では，この四・五日，30.cをゆうに越

える暑さが続いています。夏には，黙いといって冷房の

きいた室内に閉じこもっているよりも，炎熱の中に飛び

出して大いに汗をかく方が健康にいいのだそうです。そ

ういう点では山で働く皆さんも，私達も畷境？に恵ま

れているといえましょうか？い梅雨につきものの集中

豪雨が，地震でいためつけられた新潟地区をおそったの

は，重ね重ねのことでほんとうにお気の毒です。協会の

職員が少しづつお金を出し合い4,000円ばかりになった

のを災害地へ送りました。貧者の－灯が少しでも役に立

てばと願っております。腰本号は第'0回林業技術賞受賞

者の業績紹介に重点をおきました。レイアウト卿に使った

写真は受賞者に贈られるメダルです｡実物は直径76cm,

厚さ約8mmの銀台に金メッキしたものです。け6月26

日懸案の林業韮本法が成立いたしましたが，基本法の内

容はいったいどんなものだろうと思われる方もおありと

思いますので，本号でその全文を掲戦いたしました。

（八木沢）

○ ○

今

＆

昭和39年8月10日発行

林業技術第269号
編築発行人松原茂

印刷所大日本印刷株式会社
－

発行所 社団法人日本林業技術粥会
東京都千代田区六番町七番地

冠話（261）5281（代)～5
（援稗東京6“48審）
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ホ フコ アメリカ林業機械の綜合
メーカーがおくる優秀機械

づ．ラッシュカッターチエンソー

,5潟力

"_HQ4,25膳カ
アタッチメンI、

下刈りにブラッシュカッタ

伐木玉切りにチエンソー

草刈りにバリカンサイセ

除草にトリーマー

耕作にホー
穴掘りにオーガー
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《林地用新強力除草剤・農林省登録》
~
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■カタログ・技術資料進呈

取扱

③全国森林組合
マルモリ東京都千代田区永田

I

連 合一口云
1－17町

製造元

｡ 日本カーリット株式会社東京都千代田区丸ノ内1丁目(海上ピル新館)TEL(281)5021(代）
一一一
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当 社の誇る特殊ロープ ＝

〃

サンーローフ◎
ｽﾀー ﾛー ﾌ巻

…
－＝

＝

霧 用途

ｵﾎ業機械用

鉱山索道用

土木建設用

今＝

＝

霧

＝＝

＝

〃

〆1

菱
本社大阪市北区中之島2－18雷(23)5951代

営業所東京都中央区日本橋江戸橋1~3電(281)3151代
菫.、…′

L‐一
.･マーーI
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！ 暑中お見舞

申し上げま

森林測友会

す事務局東京都千代田区六番町七森林記念会館内電話(261）5281～5

日本林業技術協会東京郁千代田Ⅸ六瀞町7“)5281(代）

日本総合コンサルタンツ(株）

東京都池区芝虎ﾉI'115曲ﾉ門ピﾙ($1)3931

日本国内航空(株）大阪市北区榔田町27サンケイ会館内（361)1221(代）
(株)大場土木建築事務所

東京都渋谷区酎ケ谷2丁目14の9号(467)8166

(株)大阪写真測量所大阪市天王寺区上本田町3-25（761)4576

大阪測量(株）大阪市生野区猫飼野中1丁目5（717)2139

１
１
１
１

IIUi(柵世田谷区弦港町3丁目594(42?)2151アジア航測(株）

朝日測量(株）東京姉中野区I”1通2の47（抑)1266(代）

塞
賦

１
中央興業(株）鞭京都渋谷区下逝3-11*111ピル(441)0376

第一航業(株）箪京郷中野X囲町2(386)2191(代）

大和測愛設計(株）服戒柵II噸谷区劇山町672(328)1853

k阪市西区江戸堀5の155（441)4025

大阪市天王寺隙伶人町65（771)5422(代）

蝋京郁新淵Ⅸ楠木1丁目測（3冊)3136(代）

富士航測(株）

富士測愛(株）

八州測量(株）

パシフイツク航業(株）蝋京都目胤区上目熱7-1115（711)6391

昭和測量工業(株）東京部江戸川区小松川4丁目57(681)1302

(株)測地文化社束京都千代爪区九段2-1千代図会趣(331)5060

大成測量(株）東京都世田谷区玉川奥沢町3-198（期)7225

大洋航空(株）東京都港区芝西久保巴町32（432)2466

大洋測量(株）東京都大田区上池上町92 （729)5027

東京カートグラフィック(株）

東京稲杉並区天沼1-1鮪（398)8629

東北測量(株）断森市適適合祁町196 （2）8068

東洋航空事業(株）東京都蕊胤区池袋東2丁目21（271)1804

羽後測量所秋田市桶山館刺町24 （2）7“9

平和測量(株）蝋京都港1KZ･:本榎西町3(441)3905

空(株）埼玉県北足立郡新座町野火化2256朝霞(61)255］東日本航

関東測量(株）群鳥膿仙橘市加代閥町21 （2）6895

測量社長野市安茂里1089 （2）5691

測量設計事務所鞭京禰犬田区今泉町84（7”1723

量(株）金沢市五塞町91 （2）0969

(株)協同

(株)協立

北日本測

1

国際航業(株）鯉京郷千代田鷺六審町2 （262)6221(代）

i)航空写真測愚所梨京都台東区艮發町1の4(832)6780

ﾖ本航空測垂(株)拝溌耕区嘩町（88)4583
蓬測量(株）噸京椴渋僻区恵比鄭通1の37 （442)5370

本航業(株）広偽市平尿1卯(銃業ビﾙ）（41)1246(代）

(株)航空

中日本航

中庭測量

日本航
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BANTAM､バン亭ム
《レミントン・チェンソー日本販売総代理店》
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嬢 械部

(総代理店事務所）
五反田
サービスセンター

束京都江東区深川門前仲町2の4
冠話(641)1750．773ユ．7828．4576

束京都品川反究反田2の3047EMS491局8505霧
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で最高性能を
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A1‐･几1

特 長

操作簡単
強力耐久
軽量
移動容易

その他

AA型土建用ウインチ

各種索道器具
ワイヤロ一プ

チエンソ一

索道設計・架設工事

長 瀬鉄瓦所
株式
会牡
本社三重県名張市上八町電話218．387
束京営業所東京都江東区深川永代2の9霊（“1）2519
奈良営業所奈良県樋原市内贈町電話（大和栂原局）3935
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レヂエンソー
傷害保険付強カダイレクトドライブ式

自動調節チェーン給油装置ダイヤフラム気化器

ﾘ

ト

ミ

伊藤萬株式会社機械部

Tel(271)2241(代）

Tel(21)1411(代）

大阪市束区本町4の49

名古屋市中区御幸本町4の19

東京都中央区日本橋大伝馬町2の6
，

TEL(860)7211(代表）

’ ’、〕

■
０

新製品発売〃
6万円台のチエンソー

カタログ進呈
■

吻囎胸
画期的新製品《D-25》の発表を期にクリン

トンチエンソーは全製品の値下を断行いたし

ました。買いやすくなったクリントンチエン

ソーを、この機会にぜひどうぞ､／

里
タ
低
さ＆，￥

■《D-25》は小型、腱睡で取扱いが非滞に楽にで

きます。

■ダイレクトドライブ方式ですので、どんな位置で

も切断が容易です。

■クリン1，ン独白のローラーチップ'よチエンがへら

ず、速嵯アップきれます。

■ll上界一エンジンがかかりやすく、御婦人にも満単

に操作でぎます。

林業の近代化・機械化は
〃クリントン〃で．／

日本クリントンエンジン株式会社
東京都千代鯛区有蘂町1の10三侭ビル209(591)5038･5039
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林
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日本総代玉里店

三國商工株式會社
本社：東京都千代田区神田田代町20亀松ビル(電)(253)-3241(代）
札幌営業所：札幌市北四条西7－1（電）（2）0757（3）5946
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一‐一

《強力》の年輪を

ますます加えました

チェンソー"I章瀧､畷はもちろ

第
三
ハ
九
端

ー。■幸

垂

（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
一
七
六
号
）
定
価
八
十
円
送
料
六
円

暁
開
徽
鼬

禽
今

八鑿薪営嵩帯
東京部中央区ロ本砿1の6
小樽市砺轆町姫7の11
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